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岸
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齊　

藤　
　

幸　

子

は
じ
め
に

前
二
二
一
年
、
秦
王
政
は
東
方
六
国
を
降
し
天
下
を
併
合
し
た
。
そ
の
頂
点
に
相
応
し
い
称
号
と
し
て
、
光
り
輝
く
唯
一
無
二
の
支
配
者
を

意
味
す
る
「
皇
帝
」
号
を
名
乗
り
、
そ
の
子
孫
が
二
世
、
三
世
と
数
え
て
万
世
ま
で
続
く
こ
と
を
願
っ
た
。
し
か
し
、
秦
王
朝
は
三
世
で
亡
び

一
五
年
の
短
命
に
終
わ
り
始
皇
帝
の
願
い
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

秦
の
滅
亡
か
ら
お
よ
そ
三
〇
年
後
、
前
漢
文
帝
時
の
賈
誼）

1
（

は
、
天
下
を
統
治
す
る
上
で
秦
が
犯
し
た
誤
り
を
「
過
秦
論
」
と
し
て
文
帝
に
提

示
し
、
そ
の
一
つ
が
後
継
者
対
策
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。「
天
下
の
命
は
太
子
に
縣か

か
る
。
太
子
の
善
は
早
く
に
諭
教
す
る
と
左
右
を
選
ぶ
こ

と
に
在
り
（
天
下
之
命
縣
於
太
子
、
太
子
之
善
在
於
早
諭
教
与
選
左
右
）」
と
し
て
、
国
の
行
く
末
は
、
太
子）

2
（

に
か
か
っ
て
お
り
、
早
期
か
ら

の
太
子
教
育
と
、
太
子
を
教
導
す
る
左
右
の
も
の
の
人
選
こ
そ
が
大
事
で
あ
る
と
し
た
。
太
子
と
は
、
国
君
の
後
継
者
候
補
の
筆
頭
と
し
て
、
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政
治
に
参
与
し
祭
祀
を
代
行
し
て
皇
帝
を
輔
弼
す
る
存
在
で
あ
る
が
、
太
子
と
し
て
の
期
間
は
ま
た
、
皇
帝
と
な
る
た
め
の
養
成
期
間
で
も
あ

る
。
王
朝
国
家
が
実
質
的
に
は
血
を
以
て
父
か
ら
子
へ
と
世
襲
さ
れ
る
以
上
、
後
継
者
育
成
は
皇
帝
が
行
う
べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
太
子
教
育
に
何
が
求
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
人
び
と
が
太
子
教
育
を
担
っ
た
の
か
、
そ
の
内
実
を
知
る
こ
と
は
、
父
帝
が
太
子

に
次
期
皇
帝
と
し
て
何
を
望
ん
だ
の
か
、
す
な
わ
ち
皇
帝
の
在
り
様
ひ
い
て
は
国
家
の
統
治
理
念
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、

筆
者
は
か
つ
て
前
漢
を
対
象
と
し
て
、
太
子
の
教
導
を
中
心
的
に
行
う
太
子
二
傅
（
太
子
太
傅
と
太
子
少
傅
）
に
つ
い
て
述
べ
た）

3
（

。
ま
た
、
諸

侯
王
（
国
）
の
存
在
は
、
有
事
の
際
に
、
朝
廷
を
支
え
る
藩
屏
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
が
、
帝
室
に
後
嗣
が
い
な
い
場
合
に
は
、
劉
氏
の
血
縁

を
以
て
帝
位
を
継
ぐ
可
能
性
の
あ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
漢
の
諸
侯
王
の
傅
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た）

4
（

。
い
ず
れ
も
就
任
者
を
史
書

か
ら
網
羅
的
に
抽
出
し
、
人
物
の
特
徴
・
就
官
前
後
の
履
歴
等
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
各
々
の
役
割
を
検
討
し
、
前
漢
の
皇
帝
が
太
子
及
び

諸
侯
王
教
育
に
何
を
求
め
た
の
か
を
探
っ
た）

5
（

。
本
稿
で
は
、
対
象
と
す
る
時
代
を
後
漢
に
移
し
、
後
漢
の
太
子
二
傅
と
諸
侯
王
の
傅
に
つ
い
て

考
察
す
る
。
後
漢
は
、
儒
教
を
統
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
中
核
に
据
え
た
最
初
の
王
朝
で
あ
り
、
太
子
教
育
の
面
で
も
儒
教
国
家）

6
（

と
し
て
の
特
徴

が
あ
り
、
前
漢
と
は
異
な
る
側
面
が
見
え
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
後
漢
後
半
で
は
諸
侯
王
か
ら
直
接
帝
位
に
即
く
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と

か
ら
、
太
子
二
傅
を
通
し
て
後
継
者
教
育
を
受
け
た
皇
帝
と
、
諸
侯
王
と
し
て
傅
に
教
導
さ
れ
急
遽
帝
位
に
即
い
た
皇
帝
と
の
在
り
様
の
相
異

に
も
着
目
し
た
い
。

一
．
後
漢
の
太
子
二
傅

（
一
）
前
漢
太
子
二
傅
の
役
割
推
移

後
漢
の
太
子
二
傅
を
検
討
す
る
前
に
、
筆
者
の
前
稿
に
拠
り
つ
つ
、
前
漢
の
太
子
二
傅
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

高
祖
劉
邦
に
よ
っ
て
建
国
さ
れ
た
前
漢
は
、
二
一
〇
年
存
続
し
た
長
命
な
王
朝
で
あ
り
、
そ
の
間
、
廃
嫡
さ
れ
た
も
の
を
含
め
一
一
名
の
太
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子
が
存
在
し
た
。
前
漢
で
は
、
皇
子
が
正
式
に
太
子
に
立
て
ら
れ
る
と
、
太
子
家
を
称
し
太
子
官
属
が
備
え
ら
れ
る
。
太
子
教
導
は
、
太
子
太

傅
と
太
子
少
傅
（
副
官
）
に
委
ね
ら
れ
、
二
傅
は
い
ず
れ
も
太
子
輔
導
と
共
に
太
子
官
属
の
統
括
を
兼
ね
、
官
秩）

7
（

は
、
共
に
二
千
石
で
あ
る
。

前
漢
の
就
任
者
を
み
る
と
、
就
任
期
間
は
大
体
四
、五
年
が
多
く
、
七
、八
年
と
長
期
に
わ
た
る
者
も
い
る
。
就
任
年
齢
は
熟
年
に
達
し
た
六
、

七
〇
歳
代
が
占
め
る
。
武
帝
期
以
前
と
宣
帝
期
以
降
で
は
就
任
者
の
タ
イ
プ
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
武
帝
期
以
前
で
は
、
恭
敬
・
謹
直
・
敦

厚
等
と
称
さ
れ
る
人
柄
が
重
視
さ
れ
、
吏
民
に
慕
わ
れ
る
「
長
者）

8
（

」
的
人
物
が
多
く
選
任
さ
れ
て
お
り
、
彼
等
の
学
識
に
は
重
点
が
置
か
れ
て

い
な
い
。
当
該
期
の
太
子
二
傅
に
は
「
傅
」
と
い
う
言
葉
の
語
源
で
あ
る
「
守
る
・
育
て
る
」
と
い
う
後
見
者
的
役
割
に
重
点
が
置
か
れ
て
お

り
、
何
か
を
積
極
的
に
「
教
え
る
」
と
い
う
側
面
は
見
ら
れ
な
い
。

前
漢
後
半
、
宣
帝
期
以
降
に
な
る
と
、
儒
学
者
が
太
子
二
傅
に
登
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
彼
等
が
直
接
太
子
に
学
問
を
教
え
始
め
る
。
宣

帝
の
施
政
は
、
王
覇
（
徳
治
と
法
治
）
併
用
を
旨
と
し
て
お
り
、
儒
者
が
主
張
す
る
徳
治
至
上
主
義
を
む
し
ろ
敬
遠
し
て
い
た
。
し
か
し
、
宣

帝
が
即
位
し
た
時
代
は
、
地
方
豪
族
や
官
吏
層
に
儒
学
思
想
が
浸
透
し
始
め
て
お
り
、
社
会
の
趨
勢
が
も
は
や
儒
学
を
無
視
で
き
な
い
状
況
に

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
宣
帝
の
施
策
は
、
朝
廷
（
皇
帝
）
が
望
む
方
向
に
儒
学
を
主
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
豪
族
層
や
儒
者
と
の
共

存
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
儒
学
者
を
太
子
の
教
導
責
任
者
と
し
て
登
用
し
た
こ
と
も
、
儒
者
と
の
共
存
を
世
に
示
す
目
的
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
人
選
に
は
十
分
慎
重
を
期
し
、
宣
帝
が
太
子
二
傅
と
し
て
選
ん
だ
儒
学
者
は
、
経
書
の
理
想
は
理
想
と
し
て
受
け
止
め

る
が
、
常
に
現
実
に
則
し
た
客
観
的
・
建
設
的
思
考
を
有
す
る
学
者
で
あ
り
、
決
し
て
経
典
に
偏
っ
て
理
想
の
実
現
に
固
執
す
る
者
で
は
な
か

っ
た
。

次
の
元
帝
以
降
の
太
子
二
傅
も
皆
儒
学
者
で
あ
る
が
、
宣
帝
の
人
選
意
図
と
は
大
き
く
異
な
る
。
儒
学
に
傾
倒
し
た
元
帝
は
、
古
礼
を
信
奉

し
て
理
想
に
奔
る
儒
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
太
子
太
傅
や
太
子
少
傅
に
就
け
た
。
元
帝
期
の
二
傅
が
行
っ
た
こ
と
は
、
彼
等
の
理
想
と
す

る
古
礼
遵
守
と
礼
容
習
得
を
太
子
に
説
く
こ
と
で
あ
り
、
彼
等
は
古
礼
の
「
唱
導
師
」
と
し
て
、
太
子
の
み
な
ら
ず
皇
帝
に
も
そ
れ
を
求
め
、

今
ま
で
臣
下
が
触
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
帝
室
の
伝
統
や
祭
祀
制
度
の
改
革
を
主
張
し
た
。
太
子
が
皇
帝
に
即
位
し
た
後
も
、
彼
等
は
丞
相
な
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ど
の
重
職
に
留
ま
り
、
皇
帝
に
古
礼
遵
守
を
求
め
続
け
た
。
皇
帝
は
も
と
傅
と
し
て
の
彼
等
を
憚
り
、
帝
室
内
部
の
反
対
や
自
分
の
考
え
を
抑

え
て
彼
等
急
進
的
改
革
派
の
言
を
納
れ
、
結
果
的
に
は
高
祖
は
じ
め
先
帝
が
定
め
た
漢
朝
の
伝
統
や
祭
祀
制
度
が
大
幅
に
改
革
さ
れ
た
。
そ
れ

は
同
時
に
皇
帝
権
威
の
失
墜
・
帝
室
の
弱
体
化
を
世
に
露
呈
さ
せ
た
。

前
漢
二
〇
〇
余
年
の
間
に
、
太
子
二
傅
の
役
割
は
、
次
の
様
に
推
移
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
武
帝
以
前
は
太
子
の
後
見
者
的
存

在
で
あ
る
「
傅
」、
前
漢
後
期
宣
帝
期
で
は
、「
教
え
る
」
と
い
う
役
割
が
加
わ
る
こ
と
で
「
師
傅
」
と
な
り
、
元
帝
以
降
前
漢
末
に
お
い
て
は
、

古
礼
遵
守
を
先
導
す
る
「
唱
導
師
」
的
な
役
割
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
の
前
漢
二
傅
の
在
り
方
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、
次
に
本
論
の
主
題
と
す
る
後
漢
の
太
子
二
傅
就
任
者
を
み
て
い
こ
う
。

（
二
）
後
漢
の
太
子
二
傅

︻
表
１
︼
は
、
後
漢
皇
帝
の
即
位
前
の
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、︻
表
１
︼
と
後
漢
の
皇
帝
系
図）

9
（

を
参
照
し
つ
つ
、
後
漢
皇
帝
が
太
子

期
を
経
た
か
あ
る
い
は
諸
侯
王
か
ら
直
ち
に
皇
帝
と
な
っ
た
の
か
を
確
認
し
よ
う
。
一
九
五
年
間
存
続
し
た
後
漢
王
朝
で
あ
る
が
、
そ
の
間
、

光
武
帝
を
含
む
一
四
名
の
皇
帝
が
即
位
し
、
八
名
の
太
子
（
彊
・
荘
・
炟た

つ

・
慶
・
肇
・
隆
・
保
・
炳へ

い

）
が
立
て
ら
れ
、
う
ち
三
名
（
光
武
帝
期

の
彊
・
章
帝
期
の
慶
・
安
帝
期
の
保
）
が
廃
嫡
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
が
、
太
子
保
は
廃
嫡
さ
れ
済
陰
王
に
遷
さ
れ
た
が
、
少
帝
懿
の
没
後
、

宦
官
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
こ
り
、
一
年
余
で
帝
位
に
即
い
た
。
従
っ
て
、
太
子
期
を
経
験
し
皇
帝
と
為
っ
た
も
の
は
六
名
（
荘
・
炟
・
肇
・

隆
・
保
・
炳
）
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
和
帝
の
子
で
あ
る
隆
（
殤
帝
）
は
生
後
百
余
日
で
、
父
帝
没
後
当
日
に
立
太
子
さ
れ
同
夜
に
帝
位
に
即

き
在
位
八
か
月
で
没
し
、
順
帝
の
子
炳
（
沖
帝
）
は
二
歳
で
太
子
に
立
て
ら
れ
、
四
か
月
後
に
即
位
し
、
在
位
四
か
月
で
死
去
し
て
い
る
。
以

降
、
質
帝
・
桓
帝
・
霊
帝
・
献
帝
は
、
傍
系
の
王
・
侯
か
ら
太
子
期
を
経
る
こ
と
な
く
帝
位
に
即
き
、
少
帝
弁
は
封
国
さ
れ
ず
皇
子
の
身
分
か

ら
即
位
し
た
。
質
帝
か
ら
献
帝
ま
で
の
七
六
年
間
は
太
子
が
立
て
ら
れ
て
い
な
い
。
後
漢
王
朝
全
体
と
し
て
み
る
と
、
太
子
空
位
期
間
は
併
せ

て
一
三
六
年
余
で
あ
り
、
こ
れ
は
後
漢
代
の
三
分
の
二
に
あ
た
る）

10
（

。
従
っ
て
、
自
ず
か
ら
太
子
太
傅
・
少
傅
の
数
は
限
ら
れ
て
く
る
。︻
表
２
︼
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は
、
後
漢
の
太
子
太
傅
・
太
子
少
傅
就
任
者
で
あ
る
が
、
確
認
で
き
た
の
は
、
太
子
太
傅
五
名
、
太
子
少
傅
三
名
で
あ
る
。

建
武
一
九
年
（
四
三
）、
光
武
帝
は
東
海
王
荘
を
正
式
に
太
子
に
立
て
、
最
初
の
太
子
彊
を
東
海
王
に
遷
し
た
。
そ
の
二
年
前
に
他
の
皇
子

も
王
と
し
て
封
国
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
太
子
の
傅
や
太
子
官
属
が
定
ま
ら
ず
、
諸
侯
王
国
の
傅
も
欠
員
の
状
態
が
多
か
っ
た
。
司
徒

掾
（
丞
相
属
官
）
で
あ
っ
た
班
彪）

11
（

は
、
下
記
の
よ
う
に
上
言
し
て
お
り
、
当
該
期
の
人
々
の
太
子
二
傅
に
対
す
る
考
え
が
分
か
る
（『
後
漢
書
』

列
伝
三
〇
上
、
班
彪
伝
。
以
下
『
後
漢
書
』
か
ら
の
引
用
の
場
合
、
紀
・
列
伝
の
別
と
、
列
伝
に
つ
い
て
は
巻
数
及
び
列
伝
名
を
記
し
、
書
名

は
省
略
す
る
）。

漢
興
る
や
、
太
宗
は
鼂
錯
を
し
て
太
子
を
導
く
に
法
術
を
以
て
せ
し
め
、
賈
誼
を
し
て
梁
王
に
教
う
る
に
『
詩
』『
書
』
を
以
て
せ
し
む
。

中
宗
に
至
る
に
及
ん
で
、
亦
た
劉
向
・
王
褒
・
蕭
望
之
・
周
堪
の
徒
を
し
て
文
章
儒
学
を
以
て
東
宮
以
下
を
保
訓
せ
し
め
、
其
の
人
を
崇

び
簡え

ら

ん
で
、
徳
器
を
就な

し
成
さ
し
め
ざ
る
は
莫
し
。（
中
略
）
宜
し
く
博
く
名
儒
の
威
重
有
っ
て
明
ら
か
に
政
事
に
通
ぜ
る
者
を
選
ん
で

以
て
太
子
太
傅
と
為
し
、
東
宮
及
び
諸
々
の
王
国
に
官
属
を
備
え
置
く
べ
し
。

漢
興
、
太
宗
使
鼂
錯
導
太
子
以
法
術
、
賈
誼
教
梁
王
以
『
詩
』『
書
』。
及
至
中
宗
、
亦
令
劉
向
・
王
褒
・
蕭
望
之
・
周
堪
之
徒
、
以
文
章

儒
学
保
訓
東
宮
以
下
、
莫
不
崇
簡
其
人
、
就
成
徳
器
。（
中
略
）
宜
博
選
名
儒
有
威
重
明
通
政
事
者
、
以
為
太
子
太
傅
、
東
宮
及
諸
王
国
、

備
置
官
属
。

こ
こ
で
は
、
太
子
太
傅
と
し
て
の
条
件
は
、「
名
儒
」
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
上
で
「
威
厳
が
有
り
政
治
を
知
悉
し
て
い
る
者
」
と
さ
れ
、

そ
の
よ
う
な
人
物
を
尊
び
選
び
「
文
章
儒
学
を
以
て
保
訓
」
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
太
子
は
人
間
と
し
て
の
器
量
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
と
あ
る
。
こ
れ
は
、『
大
戴
礼
記
』
保
傅
篇
や
『
礼
記
』
文
王
世
子
篇）

12
（

の
主
旨
に
添
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、「
儒
者
」
と
限
定
し
て
い
る
こ

と
が
着
目
さ
れ
る
。
光
武
帝
は
こ
の
献
言
を
納
れ
た
。
従
っ
て
、
後
漢
の
太
子
太
傅
は
、「
威
厳
を
そ
な
え
政
治
に
通
じ
た
儒
者
」
で
あ
り
、「
儒

学
を
以
て
輔
導
す
る
」
こ
と
が
そ
の
役
割
と
認
識
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
人
物
を
太
子
太
傅
に
選
び
、
そ
の
後
に
太
子
官
属
が
置
か
れ
る
と
認
識

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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し
か
し
、『
続
漢
書
』
百
官
志
に
は
、

太
子
太
傅
一
人
、
中
二
千
石
。
本
注
に
曰
く
、
職
は
太
子
を
輔
導
す
る
こ
と
を
掌
る
。
礼
は
師
の
如
し
、
官
属
を
領
さ
ず
。

太
子
太
傅
一
人
、
中
二
千
石
。
本
注
曰
、
職
掌
輔
導
太
子
。
礼
如
師
、
不
領
官
属
。

と
あ
り
、
太
子
太
傅
は
「
師
」
と
し
て
礼
遇
さ
れ
、
太
子
輔
導
を
専
ら
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
太
子
官
属
の
統
括
は
し
な
い
。
一
方
、
太
子
少

傅
に
つ
い
て
は
、

太
子
少
傅
、
二
千
石
。
本
注
に
曰
く
、
ま
た
輔
導
を
以
て
職
と
為
し
、
悉
く
太
子
官
属
を
主
る
。

太
子
少
傅
、
二
千
石
。
本
注
曰
、
亦
以
輔
導
為
職
、
悉
主
太
子
官
属
。

と
あ
り
、
太
子
少
傅
が
官
属
を
率
い
、
か
つ
太
子
の
教
導
も
兼
ね
る
よ
う
に
な
る
。
官
秩
は
、
太
子
太
傅
が
中
二
千
石
と
昇
格
し
て
中
央
の
大

臣
ク
ラ
ス
と
同
等
と
な
る
。『
通
典
』
巻
三
〇
に
は
、
漢
魏
故
事
と
し
て
、

太
子
は
二
傅
に
於
い
て
弟
子
の
礼
を
執
り
、
皆
な
書
を
為
す
に
令
と
言
わ
ず
。
少
傅
は
臣
と
称
す
る
も
、
太
傅
は
不
臣
。

太
子
於
二
傅
執
弟
子
礼
、
皆
為
書
不
曰
令
、
少
傅
称
臣
、
而
太
傅
不
臣
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
内
容
的
に
み
て
後
漢
の
太
子
二
傅
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
太
子
は
二
傅
に
対
し
て
弟
子
の
礼
を
と
り
、
二
傅
へ
の
書

簡
に
は
令
（
命
令
）
の
形
式
を
取
ら
な
い
と
あ
り
、
少
傅
は
臣
下
で
あ
る
が
太
傅
は
臣
下
で
は
な
い
と
明
言
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
拠
る
と
、

太
子
太
傅
の
性
格
は
完
全
に
「
師
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
︻
表
２
︼
に
戻
り
、
就
任
者
の
一
人
一
人
に
つ
い
て
、
や
や
冗
長

と
な
る
が
、
そ
の
経
歴
や
太
子
の
傅
と
し
て
の
役
割
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

１
．
光
武
帝
・
明
帝
期

後
漢
最
初
の
太
子
は
彊
で
あ
る
が
、
彼
は
建
国
一
年
後
の
建
武
二
年
（
二
六
）、
二
歳
で
立
太
子
さ
れ
て
い
る
。
生
母
が
郭
皇
后
で
あ
る
こ

と
か
ら
嫡
長
子
と
思
わ
れ
る
が
、
定
か
で
は
な
い
。
彊
の
太
子
在
位
期
間
は
一
七
年
で
あ
る
が
、
そ
の
間
、
六
歳
か
ら
七
歳
ま
で
は
王
丹
、
そ
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の
後
の
一
二
年
は
張
湛
が
太
子
太
傅
を
務
め
て
い
る
。
立
太
子
直
後
か
ら
五
歳
ま
で
の
太
子
太
傅
は
確
認
で
き
な
い
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
建

国
後
数
年
は
、
天
下
は
ま
だ
戦
乱
の
中
に
あ
り）

13
（

、
太
子
を
立
て
た
も
の
の
太
子
二
傅
は
ま
だ
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
王
丹
で
あ
る
が
、
彼
は
、
家
に
千
金
を
積
む
ほ
ど
の
富
豪
で
あ
り
、
隠
居
し
て
志
を
養
い
、
困
窮
者
の
救
済
に
力
を
注
い
で
い
た
と

さ
れ
る
。
京
兆
の
人
で
、
前
漢
末
（
成
帝
・
哀
帝
時
）
に
州
郡
に
仕
え
て
い
る
が
、
王
莽
の
時
に
は
徴
さ
れ
て
も
出
仕
し
な
か
っ
た
。
伝
に
は
「
資

性
方
潔
に
し
て
彊
豪）

14
（

を
疾
悪
す
（
資
性
方
潔
、
疾
悪
彊
豪
）」
と
あ
り
、
王
丹
が
郷
邑
の
農
民
を
励
ま
し
護
っ
て
、
そ
の
生
活
向
上
に
励
ん
だ

こ
と
か
ら
、
一
〇
余
年
後
に
は
そ
の
地
方
の
風
俗
が
篤
実
に
な
っ
た
と
い
う
。
西
征
中
の
前
将
軍
鄧
禹
が
軍
糧
に
窮
し
た
際
は
、
宗
族
を
率
い

て
麦
二
千
斛
を
上
納
し
、
左
馮
翊）

15
（

に
任
じ
ら
れ
る
が
、
病
を
理
由
に
務
め
よ
う
と
し
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
徴
さ
れ
て
太
子
彊
の
太
子
少
傅
と

な
る
が
、
賓
客
が
薦
め
た
士
を
官
吏
に
推
挙
し
、
そ
の
士
が
罪
を
得
た
こ
と
で
連
坐
し
官
を
退
く
。
そ
の
客
は
慙
じ
て
自
分
か
ら
王
丹
と
の
交

わ
り
を
絶
っ
た
が
、
後
、
王
丹
は
そ
の
客
を
呼
び
「
子な

ん
じの

自
ら
絶
つ
、
何
ぞ
丹
を
量
る
こ
と
の
薄
き
や
（
子
之
自
絶
、
何
量
丹
之
薄
也
）」
と

告
げ
、
旧
来
通
り
接
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
光
武
帝
に
再
び
徴
さ
れ
て
太
子
太
傅
に
就
く
が
、
一
年
余
で
位
を
ゆ
ず
り
天
寿
を
全
う
し
た
（
列

伝
一
七
、
王
丹
伝
）。
そ
の
言
動
か
ら
、
多
分
に
黄
老
的）

16
（

・
任
侠
的）

17
（

で
あ
り
、
前
漢
前
半
の
太
子
太
傅
に
み
ら
れ
る
「
長
者
」
的
な
風
を
備
え

て
お
り
、
儒
学
者
と
い
う
側
面
は
乏
し
い
。

王
丹
に
替
わ
っ
て
彊
の
太
子
太
傅
と
な
っ
た
の
は
、
張
湛
で
あ
る
。
建
武
七
年
（
三
一
）
か
ら
太
子
が
廃
嫡
さ
れ
る
ま
で
の
一
二
年
間
を
務

め
る
。
扶
風
平
陵
の
人
で
、
前
漢
末
に
、
二
千
石
と
為
り
、
王
莽
時
に
太
守
・
都
尉
を
歴
任
し
、
建
武
初
、
左
馮
翊
と
な
り
、
光
禄
大
夫
を
経

て
太
子
太
傅
と
な
っ
て
い
る
。
儀
則
や
礼
容
に
精
通
し
た
人
物
で
あ
り
、
彼
が
礼
儀
に
厳
格
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
光
武
帝
で
さ
え
白
馬
に
乗
っ

た
湛
を
見
る
と
、「
白
馬
生
且ま

さ

に
復
た
諫
め
ん
と
す
（
白
馬
生
且
復
諫
矣
）」
と
言
っ
た
と
い
う
程
で
あ
り
、
三
輔
で
は
、「
儀
表
」
と
称
さ
れ
人
々

の
模
範
と
さ
れ
た
と
あ
る
。
建
武
一
七
年
（
四
一
）、
郭
皇
后
が
廃
さ
れ
太
子
彊
は
退
位
を
願
い
出
る
。
こ
の
時
、
張
湛
は
、
病
と
称
し
て
朝

見
せ
ず
そ
の
ま
ま
職
を
辞
し
た
。
前
漢
の
叔
孫
通）

18
（

の
よ
う
に
身
を
挺
し
て
廃
嫡
に
反
対
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
太
子
彊
は
「
去
就
に
礼
有

り
」
と
し
て
光
武
帝
が
嘉よ

み

し
た
が
、
張
湛
の
教
導
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
太
子
太
傅
離
官
後
、
光
武
帝
は
し
ば
し
ば
湛
を
存
問
賞
賜
し
て
お
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り
、
太
中
大
夫
か
ら
大
司
徒
（
丞
相
）
に
任
じ
た
が
、
病
と
老
齢
に
よ
り
朝
見
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
二
か
月
で
職
を
去
り）

19
（

、
数
年
後
に
家

で
没
し
た
（
列
伝
一
七
、
張
湛
伝
）。『
礼
記
』
を
学
び
礼
容
に
通
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
儒
学
者
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
が
、
前
漢
末
に
現
れ

た
学
問
的
議
論
を
事
と
す
る
儒
者
の
タ
イ
プ
で
は
な
い
。

太
子
荘
（
明
帝
）
の
太
子
太
傅
は
張
佚
で
あ
る
。
建
武
二
八
年
（
五
二
）、
光
武
帝
が
太
子
荘
の
太
傅
と
し
て
誰
が
適
任
か
を
群
臣
に
問
う

が
、
皆
、
帝
の
意
を
汲
ん
で
当
時
執
金
吾
で
あ
っ
た
陰
識
（
太
子
生
母
陰
皇
后
の
兄
）
を
推
薦
し
た
と
さ
れ
る
。
荘
が
太
子
と
な
っ
た
の
は
建

武
一
九
年
（
四
三
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
立
太
子
後
既
に
九
年
が
過
ぎ
て
い
る
。
先
の
光
武
帝
の
諮
問
に
対
し
て
、
博
士
張
佚
が
「
今
、
陛
下

の
太
子
を
立
つ
る
は
、
陰
氏
の
為
な
る
か
、
天
下
の
為
な
る
か
。
即も

し
陰
氏
の
為
な
れ
ば
、
則
ち
陰
侯
可
な
り
。
天
下
の
為
な
れ
ば
、
則
ち
固

ま
こ
と

に
宜
し
く
天
下
の
賢
才
を
用
う
べ
し
（
今
陛
下
立
太
子
、
為
陰
氏
乎
、
為
天
下
乎
。
即
為
陰
氏
、
則
陰
侯
可
、
為
天
下
、
則
固
宜
用
天
下
之
賢

才
）」
と
し
て
陰
識
の
登
用
に
反
対
し
た
。
こ
の
発
言
は
、
前
漢
宣
帝
期
に
外
戚
許
氏
に
よ
る
太
子
の
監
督
保
護
の
申
し
出
を
断
っ
た
太
子
太

傅
疏
広
の
言
と
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
宣
帝
は
疏
広
の
言
を
称
え
そ
れ
を
納
れ
た
が
、
光
武
帝
も
ま
た
張
佚
の
意
見
を
善
し
と
し
、
そ
の
場
で

張
佚
本
人
を
太
子
太
傅
に
任
じ
た
と
い
う
。
そ
の
時
の
光
武
帝
の
言
葉
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

傅
を
置
か
ん
と
欲
す
る
は
、
以
て
太
子
を
輔
け
し
め
ん
と
し
て
な
り
。
今
、
博
士
は
朕
を
正
す
こ
と
を
難は

ば
から

ず
、
況
や
太
子
を
や
。

欲
置
傅
者
、
以
輔
太
子
也
。
今
博
士
不
難
正
朕
、
況
太
子
乎
。

将
来
国
を
担
う
太
子
を
輔
け
正
し
く
導
く
こ
と
が
、
傅
に
期
待
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、
今
自
分
を
正
す
こ
と
が
で
き
た
張
佚
な
ら
太
子
を
正

す
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
（
列
伝
二
七
、
桓
栄
伝
）。
群
臣
の
居
並
ぶ
前
で
発
せ
ら
れ
た
こ
の
言
葉
に
は
、
光
武
帝
の
治
世
に
対
す
る
公
正
さ

を
広
く
吏
民
に
知
ら
し
め
る
意
図
が
働
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
光
武
帝
自
身
、
前
漢
呂
氏
・
王
氏
の
外
戚
の
禍
を
大
き
な
戒
め
と
し
た
た

め
で
も
あ
ろ
う
。
博
士
張
佚
の
専
門
の
学
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。

光
武
帝
は
こ
の
時
、
同
時
に
儒
学
者
の
桓
栄
を
太
子
少
傅
に
任
命
し
て
い
る
。
彼
は
弟
子
四
〇
〇
名
を
率
い
る
『
尚
書
』
の
学
者
で
あ
り
、

す
で
に
九
年
に
わ
た
っ
て
太
子
に
授
講
し
て
い
た
。
光
武
帝
は
、
太
子
の
傅
だ
け
で
は
な
く
三
公）

20
（

に
も
儒
学
者
を
登
用
し
て
い
る）

21
（

が
、
桓
栄
を
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傅
に
選
ん
だ
理
由
は
、
光
武
帝
が
彼
の
履
歴
・
人
間
性
・
容
儀
・
学
識
を
尊
崇
し
て
い
た
こ
と
に
由
る
。
桓
栄
は
長
安
で
「
欧
陽
尚
書
」
を
学

び
、
後
漢
建
国
前
の
戦
乱
期
に
は
弟
子
達
と
共
に
山
谷
を
居
処
と
し
て
自
守
し
、
学
問
を
諦
め
ず
に
長
江
・
淮
河
地
域
で
教
授
し
て
い
た
。

建
武
一
九
年
（
四
三
）、
荘
が
太
子
に
立
て
ら
れ
た
時
に
、
太
子
の
為
に
明
経
（
儒
学
に
通
じ
た
も
の
）
を
求
め
る
が
、
桓
栄
の
弟
子
で
あ

っ
た
何
湯
が
高
第
（
最
優
秀
者
）
に
抜
擢
さ
れ
『
尚
書
』
を
講
じ
た
。
何
湯
の
講
義
を
聴
い
て
い
た
光
武
帝
が
師
の
名
を
訊
ね
た
こ
と
か
ら
、

桓
栄
が
た
だ
ち
に
徴
さ
れ
、
議
郎
に
任
じ
ら
れ
太
子
に
授
講
す
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
命
に
よ
っ
て
朝
会
毎
に
公
卿
の
前
で
経
書
を
講
じ
た
。

そ
の
識
見
は
、「
生
を
得
る
こ
と
晩
き
に
幾ち

か

し
（
得
生
幾
晩
）」
と
光
武
帝
を
感
動
さ
せ
、
そ
の
礼
に
適
っ
た
容
儀
応
対
は
「
こ
れ
真
の
儒
生
な

り
」
と
言
わ
せ
る
程
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
好
学
で
知
ら
れ
る
光
武
帝
で
あ
る
が
、
長
安
の
太
学
で
『
尚
書
』
を
学
び
大
義
に
通
じ
て
い
る）

22
（

こ

と
か
ら
も
、
桓
栄
の
講
説
を
高
く
評
価
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
桓
栄
は
そ
の
後
「
欧
陽
尚
書
」
の
博
士
と
な
り
、
太
学
で
の
御
前
論
議
に
お
い

て
は
、
そ
の
学
識
・
容
儀
は
「
儒
者
之
に
及
ぶ
こ
と
莫な

し
（
儒
者
莫
之
及
）」
と
さ
れ
、
そ
の
言
動
は
常
に
温
和
恭
敬
で
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い

た
と
あ
る
。
光
武
帝
の
命
に
よ
り
、
五
年
に
わ
た
っ
て
太
子
宮
に
止
宿
し
て
授
講
し
て
お
り
、
そ
の
後
は
彼
の
弟
子
で
あ
る
胡
憲
が
侍
講
を
務

め
、
桓
栄
は
月
に
一
度
太
子
宮
で
教
え
て
い
た
が
病
を
得
て
休
職
し
、
そ
の
間
、
太
子
は
使
者
を
遣
わ
し
て
見
舞
い
の
品
を
贈
り
、
家
族
の
安

住
を
約
束
し
た
と
い
う
。
病
が
癒
え
た
後
の
太
子
少
傅
就
任
で
あ
り
、
太
子
は
二
五
歳
、
桓
栄
の
年
齢
は
七
〇
余
歳）

23
（

で
あ
る
。

後
、
太
子
の
学
が
成
っ
た
と
し
て
太
子
少
傅
を
退
く
謝
辞
を
提
出
す
る
。
そ
の
辞
に
は
、

今
、
皇
太
子
は
聡
叡
の
姿
を
以
て
経
義
に
通
明
す
。
古
今
観
覧
す
る
に
儲
君
副
主
（
い
ず
れ
も
太
子
の
称
謂
）
の
能
く
精
を
専
ら
に
し
博

学
な
る
こ
と
此
く
の
若
き
者
莫
き
な
り
。
こ
れ
誠
に
国
家
の
福
祐
、
天
下
幸
甚
な
り
。
臣
、
師
道
已
に
尽
き
、
皆
な
太
子
に
在
り
。

今
皇
太
子
以
聡
叡
之
姿
、
通
明
経
義
。
観
覧
古
今
、
儲
君
副
主
、
莫
能
専
精
博
学
若
此
者
也
。
斯
誠
国
家
福
祐
、
天
下
幸
甚
。
臣
師
道
已

尽
、
皆
在
太
子
。

と
あ
り
、
桓
栄
は
「
臣
」
と
自
称
し
、
太
子
の
勤
勉
さ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
修
得
し
た
礼
容
と
学
識
を
讃
え
、
自
分
が
教
え
得
る
事
は
も
う
無

く
全
て
太
子
に
備
わ
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
太
子
は
、
こ
れ
か
ら
も
桓
栄
を
師
と
仰
ぐ
こ
と
を
返
信
し
て
い
る
。
建
武
三
〇
年
（
五
四
）、
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太
常）

24
（

と
な
り
、
明
帝
即
位
後
は
帝
の
慰
留
に
よ
り
太
常
に
留
ま
る
。
明
帝
は
太
常
府
に
赴
き
、
桓
栄
の
席
を
西
に
設
け
て
東
面
さ
せ
、
几
杕

を
備
え
、
驃
騎
将
軍
東
平
王
蒼
を
は
じ
め
と
す
る
百
官
及
び
桓
栄
の
門
生
数
百
人
を
一
堂
に
会
し
て
帝
自
身
が
経
書
の
講
義
を
し
、「
太
師
是

に
在
り
（
太
師
在
是
）」
と
し
て
桓
栄
が
自
分
の
「
太
師
」
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
か
つ
て
の
太
子
少
傅
は
こ
こ
で
皇
帝
の
師
で
あ

る
「
太
師
」
と
な
っ
た
。
永
平
二
年
（
五
九
）、
太
学
内
に
明
堂
・
霊
台
・
辟
雍）

25
（

が
完
成
し
た
際
、
明
帝
は
百
官
群
臣
の
前
で
桓
栄
を
「
国
五

更）
26
（

」
と
し
て
「
養
老
の
礼）

27
（

」
を
行
い
、
自
ら
『
尚
書
』
を
講
じ
て
十
余
年
に
わ
た
る
桓
栄
の
教
導
と
そ
の
徳
行
を
称
え
、
関
内
侯
に
封
じ
て
食

邑
五
〇
〇
〇
戸
を
与
え
た
。
明
帝
紀
に
范
曄
（『
後
漢
書
』
撰
者
）
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
明
帝
は
一
方
で
は
刑
理
に
関
心
を
持
ち
、
法
の

適
用
は
情
を
尽
く
し
な
が
ら
も
厳
密
な
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
決
し
て
冷
酷
な
法
治
主
義
に
陥
ら
ず
、
い
わ
ば
外
儒
内
法
の

形
に
と
ど
ま
っ
た
と
さ
れ
、
刑
罰
を
緩
く
し
て
仁
義
を
重
ん
じ
た
儒
家
的
精
神
を
施
政
の
第
一
義
と
し
た
と
さ
れ
る）

28
（

。
こ
こ
に
も
桓
栄
に
よ
る

教
導
の
成
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
光
武
帝
に
と
っ
て
理
想
的
な
皇
帝
像
が
明
帝
の
姿
と
し
て
表
現
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
漢
代
で

は
、
君
子
の
学
問
と
し
て
『
尚
書
』
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、『
礼
記
』
王
制
篇
に
は
、
国
君
太
子
を
は
じ
め
支
配
者
階
級
の
子
弟
は
大
学
に
お

い
て
四
術
（
詩
・
書
・
礼
・
楽
）
の
習
得
を
以
て
学
業
を
完
成
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
の
「
書
」
は
『
尚
書
』
の
原
初
的
な
も

の
を
指
し
、
古
代
の
聖
王
堯
・
舜
・
禹
な
ど
の
言
動
に
仮
託
し
て
為
政
者
の
施
政
に
臨
む
心
構
え
を
示
し
た
も
の
で
あ
る）

29
（

。『
礼
記
』
文
王
世

子
篇
に
は
、
父
で
あ
る
君
主
は
、
太
子
に
「
父
子
君
臣
の
道
」
を
習
得
さ
せ
る
た
め
に
「
父
子
君
臣
の
道
」
を
知
悉
し
て
い
る
人
物
を
太
子
太

傅
に
任
じ
、
太
子
太
傅
は
、
自
分
の
日
常
の
行
動
か
ら
そ
れ
を
諭
し
た
と
あ
る
。
こ
の
「
父
子
君
臣
の
道
」
を
筆
者
は
「
孝
」
と
「
忠
」
と
解

し
た
が
、
狩
野
直
喜
氏
は
、
そ
れ
は
「
情
愛
」
で
あ
る
と
す
る）

30
（

。
父
子
の
道
は
、
家
庭
に
お
け
る
「
父
子
兄
弟
夫
婦
間
の
情
愛
」
で
あ
り
、
君

臣
の
道
を
「
一
国
も
天
下
も
一
の
大
な
る
家
族
」
と
考
え
、「
君
臣
の
堅
き
結
合
は
、
父
子
と
同
じ
き
愛
す
な
わ
ち
愛
情
が
基
礎
」
に
あ
る
べ

き
で
あ
り
、
こ
れ
を
示
す
こ
と
が
君
主
の
徳
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
尚
書
』
の
精
神
が
分
か
り
易
く
説
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、

桓
栄
の
教
導
も
こ
の
考
え
を
基
に
行
わ
れ
た
と
推
察
す
る
。

光
武
帝
は
か
つ
て
太
子
が
戦
術
に
つ
い
て
質
問
し
た
折
、「
戦
争
の
こ
と
は
お
前
の
知
る
必
要
は
な
い
」
と
応
え
て
お
り）

31
（

、
隗か

い
ご
う囂

・
公
孫
述
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平
定
後
は
、
軍
事
遠
征
を
な
る
べ
く
避
け
、
三
公
や
大
臣
及
び
郎
官
を
集
め
て
経
書
の
道
理
を
講
義
し
た
と
あ
る
（
光
武
帝
紀
下
）。
光
武
帝
は
、

太
子
の
世
が
、
礼
教
に
よ
っ
て
風
俗
が
教
化
さ
れ
、
人
々
が
郷
里
に
安
住
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
望
ん
で
い
た
と
思
わ
れ）

32
（

、
そ
の
実
現
に
向
け

て
、
先
ず
桓
栄
に
一
〇
余
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
太
子
教
導
を
委
任
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
光
武
帝
の
意
図
し
た
太
子
教
育
は
、
太
子
少
傅
桓

栄
と
好
学
か
つ
努
力
家
の
太
子
（
明
帝
）
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
希
望
通
り
の
結
果
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
後
漢
を
通
し
て
、
桓
栄
の
子
孫
は
代
々

『
尚
書
』
の
宗
家
と
し
て
存
続
し
、
多
く
の
弟
子
が
公
卿
や
国
相
に
就
い
て
お
り
、「
中
興
に
し
て
桓
氏
尤は

な
は

だ
盛
ん
（
中
興
而
桓
氏
尤
盛
）」
で

あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
列
伝
二
七
、
桓
栄
伝
）。

太
子
少
傅
甄し

ん

宇う

に
つ
い
て
は
、
列
伝
六
九
下
儒
林
伝
に
、
北
海
出
身
で
「
厳
氏
春
秋
」
に
通
じ
弟
子
が
常
に
数
百
人
お
り
、
建
武
中
（
二
五

─
五
六
）
州
の
従
事
と
為
り
、
光
武
帝
に
徴
さ
れ
て
博
士
と
な
り
、
太
子
少
傅
に
な
っ
た
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
桓
栄
の
後
任
で
あ
ろ
う
。「
清

静
に
し
て
欲
少
な
し
（
清
静
少
欲
）」
と
あ
る
。

明
帝
期
は
、
張
興
が
太
子
少
傅
に
就
任
し
て
い
る
。
伝
に
拠
る
と
、
潁
川
の
人
で
、「
梁
丘
易
」
を
教
授
し
、
建
武
中
に
孝
廉）

33
（

に
推
挙
さ
れ

て
郎）

34
（

と
な
る
が
、
病
を
理
由
に
辞
し
て
も
と
の
生
活
に
戻
り
、
そ
の
後
、
司
徒
府
に
召
さ
れ
、
再
び
孝
廉
に
推
挙
さ
れ
博
士
に
遷
っ
た
と
あ
る
。

そ
の
後
、
明
帝
初
、
近
侍
し
て
顧
問
応
対
を
掌
る
侍
中
祭
酒
（
筆
頭
侍
中）

35
（

）
に
任
じ
ら
れ
、
永
平
一
〇
年
（
六
七
）
に
太
子
少
傅
と
な
り
、
太

子
炟
（
章
帝
）
の
一
一
歳
か
ら
一
五
歳
ま
で
四
年
間
を
務
め
て
お
り
、
こ
の
間
、
明
帝
が
し
ば
し
ば
経
術
（
儒
学
を
以
て
政
治
を
行
う
政
治
術
）

に
つ
い
て
張
興
の
見
解
を
求
め
た
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
声
を
聴
い
て
師
事
す
る
者
が
全
国
か
ら
集
ま
り
、
門
人
名
簿
に
は
一
万

人
弱
が
記
名
し
た
と
い
う
。
彼
は
「
梁
丘
易
」
の
「
宗
」（
第
一
人
者
）
と
な
り
、
太
子
少
傅
と
し
て
没
し
た
（
列
伝
六
九
上
、
儒
林
伝
、
張
興
伝
）。

２
．
章
帝
期
以
降

章
帝
期
、
最
初
の
太
子
慶
が
二
歳
か
ら
五
歳
ま
で
在
位
し
た
が
、
太
子
太
傅
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
後
、
慶
は
竇
皇
后
の
意
向
に
よ
り
廃

嫡
さ
れ
た
（
皇
后
紀
竇
皇
后
条
及
び
列
伝
四
五
、
章
帝
八
王
伝
、
清
河
王
慶
伝
）。
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安
帝
の
永
寧
元
年
（
一
二
〇
）、
当
時
安
帝
に
代
わ
っ
て
政
治
を
行
っ
て
い
た
鄧
太
后
に
よ
っ
て
安
帝
の
子
保
が
六
歳
で
太
子
に
立
て
ら
れ
、

桓
焉
が
太
子
少
傅
に
就
任
し
、
一
か
月
余
で
太
子
太
傅
に
昇
格
す
る
。
し
か
し
、
母
の
喪
に
服
す
た
め
に
官
を
辞
し
て
お
り
、
就
任
期
間
は
一

年
ほ
ど
で
あ
る
。
桓
焉
の
祖
父
は
上
述
し
た
桓
栄
で
あ
り
、
桓
栄
没
後
、
桓
氏
は
郁
・
焉
に
至
る
ま
で
代
々
家
学
で
あ
る
『
尚
書
』
を
教
え
、

弟
子
数
百
人
を
擁
し
て
い
た
。
郁
は
、
明
帝
に
親
厚
さ
れ
、
常
に
禁
中
で
経
書
及
び
政
事
に
つ
い
て
明
帝
の
諮
問
に
応
え
た
と
い
う
。
太
子
炟

（
章
帝
）・
幼
少
時
の
和
帝
に
経
書
を
教
え
、
都
合
三
代
（
明
帝
・
章
帝
・
和
帝
）
に
わ
た
っ
て
禁
中
で
講
受
し
、
太
常
に
至
り
在
官
の
ま
ま
没

し
た
。
桓
焉
自
身
は
父
郁
の
任
を
以
て
郎
と
な
り）

36
（

、
安
帝
に
『
尚
書
』
を
教
え
、
三
遷
後
、
侍
中
を
経
、
歩
兵
校
尉
を
務
め
た
後
の
太
子
少
傅

就
任
で
あ
る
。
保
の
七
歳
の
時
に
鄧
太
后
が
没
し
て
お
り
、
保
は
そ
の
三
年
後
に
廃
嫡
さ
れ
済
陰
王
に
遷
さ
れ
て
い
る
。
廃
嫡
の
背
景
に
は
安

帝
の
も
と
乳
母
王
聖
と
太
子
の
乳
母
王
男
の
対
立
が
あ
り
、
そ
れ
に
宦
官
が
絡
ん
で
王
男
ら
が
殺
さ
れ
、
王
聖
派
が
太
子
を
誹
謗
し
た
こ
と
に

よ
る
。
保
が
廃
嫡
さ
れ
た
時
、
も
と
太
子
太
傅
桓
焉
・
太
僕
来
歴
・
廷
尉
張
皓
な
ど
の
儒
者
官
僚
は
、
太
子
は
ま
だ
幼
く
乳
母
等
の
争
い
に

関
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
、
廃
嫡
は
国
家
の
大
事
で
あ
り
慎
重
を
期
す
べ
き
こ
と
、「
忠
良
な
」
傅
を
付
け
て
保
を
太
子
に
留
め
置
く
こ
と
を
進

言
し
た
。
し
か
し
安
帝
は
、「
廃
嫡
は
天
下
の
為
に
行
う
の
で
あ
る
」
と
し
、
諫
言
し
た
者
を
「
大
典
を
理
解
せ
ず
」、「
外
は
忠
直
を
示
す
が
、

心
中
で
は
太
子
即
位
後
の
栄
転
を
願
う
輩
」
と
し
て
彼
ら
の
諫
言
を
斥
け
た
（
列
伝
五
、
来
歙
伝
、
来
歴
伝
）。
彼
ら
は
儒
教
の
教
養
を
備
え
、

政
界
の
長
老
と
し
て
衆
望
あ
る
人
々
で
あ
る）

37
（

が
、
安
帝
は
彼
ら
の
進
言
に
は
耳
を
傾
け
ず
、
も
と
乳
母
王
聖
と
宦
官
の
讒
言
を
信
じ
た
の
で
あ

る
。
安
帝
は
そ
の
半
年
後
に
死
去
し
、
済
北
王
寿
の
子
で
あ
る
北
郷
侯
懿い

（
章
帝
の
孫
）
が
即
位
す
る
。
懿
の
年
齢
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
帝

と
あ
り
幼
い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う）

38
（

。
懿
の
擁
立
は
、
安
帝
皇
后
閻
氏）

39
（

と
そ
の
外
戚
・
乳
母
王
聖
・
宦
官
の
意
向
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
少
帝
懿
は
即
位
七
か
月
後
に
没
し
た
。
延
光
四
年
（
一
二
五
）
末
に
、
孫
程
ら
宦
官
一
九
人
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
成
功
し
て
、
廃
嫡
さ
れ
た

保
が
順
帝
と
し
て
即
位
す
る
。
保
の
も
と
太
子
太
傅
桓
焉
は
、
帝
の
太
傅
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
い
る
（
列
伝
二
七
、
桓
栄
伝
、
桓
焉
伝
）。

狩
野
直
禎
氏
に
拠
る
と
、
後
漢
興
国
か
ら
丁
度
一
〇
〇
年
目
の
順
帝
即
位
時
の
世
相
は
、
名
節
が
重
ん
じ
ら
れ
礼
教
主
義
が
貫
徹
し
て
い
た

が
、
帝
室
で
は
幼
帝
が
擁
立
さ
れ
皇
太
后
が
臨
朝
し
外
戚
の
専
横
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
憂
え
る
礼
教
派
の
人
々
が
全
国
各
地
か
ら
集
ま
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り
活
動
を
起
こ
し
は
じ
め
て
お
り
、
こ
の
現
象
が
後
漢
末
の
「
党
錮
の
獄
」
に
ま
で
連
な
っ
た
と
さ
れ
、
桓
焉
ら
太
子
廃
嫡
に
反
対
し
た
人
々

は
、
い
ず
れ
も
後
世
の
い
わ
ゆ
る
清
流
派）

40
（

に
結
び
つ
く
傾
向
に
あ
る
人
々
で
あ
る
と
さ
れ
る）

41
（

。

杜
喬
は
、
順
帝
末
の
建
康
元
年
（
一
四
四
）、
二
歳
で
立
太
子
さ
れ
た
炳
（
沖
帝
）
の
太
傅
に
就
任
し
た
。
代
々
二
千
石
の
家
柄
で
あ
り
、「
韓

詩
」「
京
氏
易
」「
欧
陽
尚
書
」
を
修
め
、
少
く
し
て
孝
廉
に
推
挙
さ
れ
て
司
徒
に
辟
召
さ
れ
、
地
方
長
官
を
歴
任
し
た
。
順
帝
末
、
侍
中
と
な
り
、

命
に
よ
り
「
八
使
」
の
一
人
と
し
て
地
方
巡
察
を
行
っ
た
折
、
太
山
太
守
李
固
の
施
政
を
天
下
第
一
と
称
え
る
一
方
、
当
時
朝
廷
で
実
権
を
握

っ
て
い
た
外
戚
筆
頭
の
大
将
軍
梁
冀
の
一
党
が
地
方
で
悪
政
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
弾
劾
し
た
。
帰
還
後
、
太
子
太
傅
に
就
任
し
た
が
、
順
帝

が
死
去
し
て
炳
が
二
歳
で
皇
帝
位
に
即
き
（
沖
帝
）、
杜
喬
は
大
司
農）

42
（

に
遷
っ
て
い
る
。
沖
帝
は
即
位
四
か
月
で
没
し
、
そ
の
後
即
位
し
た
質

帝
が
梁
冀
に
よ
っ
て
弑
さ
れ
、
桓
帝
が
即
位
す
る
。
杜
喬
は
大
尉
と
し
て
三
公
に
至
る
。
終
始
、
真
向
か
ら
梁
冀
の
専
横
を
批
判
し
続
け
、
阿

る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
遂
に
、
志
を
同
じ
く
す
る
李
固
と
共
に
捕
ら
わ
れ
獄
中
で
死
去
し
た
。
范
曄
は
、
順
帝
以
降
皇
統
が
度
々
絶
え
、

梁
冀
が
朝
廷
を
蹂
躙
し
て
い
る
中
で
、
桓
帝
を
前
漢
の
文
帝
や
宣
帝
の
よ
う
に
あ
ら
し
め
よ
う
と
す
る
た
め
、
李
固
と
杜
喬
が
讒
言
者
の
犠
牲

に
な
っ
た
と
し）

43
（

、
義
・
節
を
生
命
よ
り
重
ん
じ
た
忠
臣
と
評
価
し
て
い
る
（
列
伝
五
三
、
李
固
伝
及
び
杜
喬
伝
）。
彼
ら
の
死
が
、
や
が
て
先

述
し
た
「
党
錮
の
獄
」
に
見
ら
れ
る
党
人
の
結
束
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
安
帝
期
以
降
の
太
子
は
保
と
炳
の
み
で
あ
り
、
廃
さ
れ
あ
る
い
は
夭
折
し
、
い
ず
れ
も
太
子
教
育
が
本
格
的
に

行
わ
れ
た
期
間
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
桓
栄
の
意
志
を
継
ぐ
桓
焉
の
見
識
や
、
後
漢
の
帝
室
を
文
帝
や
宣
帝
期
に
戻
そ

う
と
し
た
杜
喬
の
忠
義
と
熱
意
が
太
子
教
導
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
後
漢
の
太
子
二
傅
─
ま
と
め
─

後
漢
の
太
子
二
傅
は
、
熟
年
の
儒
学
者
が
占
め
る
。
彼
ら
は
臣
で
あ
る
こ
と
を
わ
き
ま
え
、
帝
室
内
部
ま
で
は
介
入
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
あ

く
ま
で
も
皇
帝
権
威
を
尊
び
、
皇
帝
こ
そ
が
民
を
安
寧
さ
せ
得
る
存
在
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
そ
の
上
で
、
太
子
を
礼
教
国
家
に
相
応
し
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い
君
主
と
す
る
べ
く
儒
学
を
説
き
、
治
世
に
臨
む
根
本
精
神
を
示
そ
う
と
し
た
。
後
漢
の
太
子
二
傅
の
役
割
は
、
儒
学
に
よ
る
教
導
が
主
体
で

あ
り
、
太
子
を
礼
教
国
家
の
君
主
と
し
て
育
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。
光
武
帝
期
の
太
子
二
傅
は
、
も
は
や
完
全
に
太
子
の
「
師
」
で
あ
り
、
前

漢
武
帝
期
以
前
の
よ
う
に
、
学
問
を
教
え
ず
見
守
る
と
い
う
後
見
者
的
要
素
は
後
退
し
、
ま
た
、
元
・
成
帝
期
の
太
子
二
傅
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
改
革
的
急
進
性
は
な
い
。
光
武
帝
期
の
太
子
教
育
の
成
果
、
す
な
わ
ち
、
光
武
帝
の
意
図
し
た
礼
教
国
家
の
君
主
と
し
て
の
姿
は
、
太
子
即

位
後
の
明
帝
に
よ
っ
て
具
現
化
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
後
漢
初
の
後
継
者
教
育
は
太
子
二
傅
の
人
選
と
太
子
の
努

力
に
よ
り
成
果
を
見
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
早
く
も
、
章
帝
期
に
な
る
と
、
皇
帝
は
皇
后
の
意
向
に
引
き
ず
ら
れ
て
正
当
な
理
由
無
く
太

子
を
廃
し
、
和
帝
存
命
中
は
太
子
を
立
て
ず
、
安
帝
期
に
は
皇
后
は
じ
め
皇
帝
の
も
と
乳
母
や
宦
官
の
讒
言
に
よ
っ
て
太
子
が
廃
さ
れ
て
い
る
。

順
帝
の
太
子
炳
は
二
歳
で
立
太
子
さ
れ
四
か
月
後
に
帝
位
に
即
い
た
。
太
子
二
傅
に
人
材
を
得
た
と
し
て
も
、
二
傅
に
よ
る
教
導
は
実
質
行
わ

れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

次
に
、
筆
者
の
前
稿
に
依
拠
し
つ
つ
、
後
漢
諸
侯
王
の
教
導
を
掌
る
王
の
傅
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
後
漢
で
は
、
六
名
の
皇
帝
（
安
帝
・
少

帝
懿
・
質
帝
・
桓
帝
・
霊
帝
・
献
帝
）
が
、
諸
侯
王
国
の
王
あ
る
い
は
王
子
か
ら
皇
帝
と
な
っ
た
。

二
．
後
漢
諸
侯
王
の
傅

（
一
）
諸
侯
王
国
の
状
況

後
漢
の
諸
侯
王
国
は
、
原
則
的
に
は
前
漢
末
の
王
国
の
状
況
と
同
じ
で
あ
り
、
諸
侯
王
は
国
の
租
税
収
入
に
依
拠
し
行
政
権
を
持
た
ず
、
中

央
か
ら
相
（
王
国
の
丞
相
）・
中
尉
が
派
遣
さ
れ
、
各
々
治
民
断
獄
、
武
事
を
掌
り
、
王
の
人
事
権
は
大
夫
・
郎
官
な
ど
の
側
近
官
と
四
百
石

以
下
の
官
吏
に
限
ら
れ
て
い
る）

44
（

。
光
武
帝
は
宗
室
疏
属
の
封
国
を
極
力
抑
え
、
自
分
の
皇
子
の
封
地
を
大
き
く
し
て
藩
屏
体
制
を
築
こ
う
と
し
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た
。
し
か
し
、
前
漢
初
の
王
国
の
よ
う
に
数
郡
を
有
す
る
ほ
ど
の
大
き
さ
で
は
な
い
。『
続
漢
書
』
百
官
志
に
、「
国
近
け
れ
ば
則
ち
以
て
大
な

る
べ
か
ら
ず
、
大
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
強
た
る
に
足
ら
ず
（
国
近
則
不
可
以
大
、
不
大
則
不
足
為
強）

45
（

）」
と
あ
る
よ
う
に
、
畿
外
近
郡
（
黄
河
下

流
域
）
に
置
か
れ
、
皆
小
国
で
あ
り
、
そ
の
た
め
か
諸
王
は
封
国
さ
れ
て
も
就
国
し
て
い
な
い
。
後
漢
前
期
（
光
武
帝
・
明
帝
・
章
帝
）
に
こ

の
傾
向
が
強
く
、
光
武
帝
の
皇
子
の
場
合
、
就
国
は
建
武
二
八
年
（
五
二
）
で
あ
り
、
明
帝
の
皇
子
は
、
父
帝
在
位
中
で
は
な
く
、
次
の
章
帝

の
死
去
後
に
就
国
し
て
い
る）

46
（

。
い
ず
れ
も
、
京
師
洛
陽
で
驕
奢
な
生
活
を
送
っ
た
と
あ
る）

47
（

。

儒
教
国
家
と
し
て
の
後
漢
ら
し
さ
は
そ
の
封
国
内
容
に
も
現
れ
て
お
り
、
明
帝
は
父
帝
へ
の
孝
道
か
ら
我
が
子
の
封
地
を
父
帝
の
子
（
明
帝

兄
弟
）
と
等
し
く
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
封
国
歳
入
を
二
〇
〇
〇
万
銭
以
下）

48
（

と
し
、
章
帝
は
明
帝
の
子
（
章
帝
兄
弟
）
の
封
地
歳
入
を
四
倍

に
増
額
し
て
八
〇
〇
〇
万
銭
と
し
、
自
分
の
皇
子
の
封
国
を
八
〇
〇
〇
万
以
下
に
抑
え
た
。
こ
の
よ
う
に
自
分
の
皇
子
の
国
を
他
王
国
よ
り
小

さ
く
封
ず
る
こ
と
は
、
前
漢
及
び
光
武
帝
時
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
後
漢
の
儒
術
主
義
・
経
術
主
義
の
現
れ
と
さ
れ
る）

49
（

。
武
帝

の
時
、
推
恩
令）

50
（

に
よ
っ
て
嫡
子
以
外
の
諸
子
が
父
王
の
封
地
の
一
部
を
継
い
で
列
侯
と
な
り
、
そ
の
列
侯
国
は
近
隣
の
郡
に
所
属
す
る
こ
と
が

成
文
化
さ
れ
た
が
、
後
漢
に
お
い
て
も
王
諸
子
が
列
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
同
様
で
あ
る
。
列
侯
に
は
県
侯
・
郷
侯
・
亭
侯
が
あ
り）

51
（

、
前
漢

と
の
違
い
は
、
そ
れ
ら
の
封
地
は
必
ず
し
も
父
王
の
故
地
内
で
は
な
く
外
に
も
置
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
郷
侯
や
亭
侯
が
後
漢
に
多
く
見
ら
れ

る
の
は
、
各
王
国
が
小
さ
い
為
、
王
諸
子
を
領
土
内
に
封
ず
る
と
、
父
王
や
嫡
子
の
封
地
が
著
し
く
減
少
す
る
た
め
で
あ
り
、
父
王
の
歳
入
を

あ
ま
り
減
少
さ
せ
ず
に
王
諸
子
に
恩
恵
を
施
す
た
め
と
さ
れ
る）

52
（

。
諸
侯
王
国
が
小
さ
い
こ
と
は
朝
廷
に
と
っ
て
脅
威
と
な
る
勢
力
を
持
ち
得
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
王
の
違
法
行
為
に
対
し
て
、
後
漢
の
朝
廷
は
ど
の
よ
う
な
態
度
で
臨
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
二
）
諸
侯
王
対
策

光
武
帝
は
疏
属
・
親
属
を
厳
別
し
た
上
で
、
諸
侯
王
の
行
状
を
損
な
う
者
に
対
し
て
は
厳
し
い
態
度
で
臨
ん
だ
。
建
武
二
四
年
（
四
八
）、

前
漢
に
施
行
さ
れ
た
「
左
官
律
」「
附
益
律
」
な
ど
諸
侯
王
に
阿
附
す
る
者
を
罰
す
る
法
の
徹
底
を
命
じ）

53
（

、
建
武
二
八
年
（
五
二
）
に
は
、
沛
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太
后
郭
氏
（
も
と
皇
后
）
死
去
の
直
後
に
、
郡
県
に
命
じ
て
王
侯
の
賓
客
数
千
人
を
誅
殺
し
た）

54
（

（
光
武
帝
紀
下
）。
こ
の
背
景
に
は
、
建
武

二
〇
年
（
四
四
）、
光
武
帝
の
子
で
あ
る
沛
王
輔
が
賓
客
を
使
っ
て
劉
鯉
（
更
始
帝
劉
玄
の
子
）
の
仇
討
ち
を
支
援
さ
せ
た
事
件）

55
（

が
あ
る
。
当

時
は
禁
令
法
網
が
ま
だ
厳
密
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
京
師
に
い
た
諸
侯
王
は
皆
名
声
を
揚
げ
る
た
め
に
、
各
地
か
ら
集
ま
る
名
節
の
士
と

称
す
も
の
を
礼
遇
し
た
と
さ
れ
、
光
武
帝
は
こ
れ
ら
賓
客
の
横
行
を
快
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
郭
太
后
生
存
中
は
そ
の
次
子
で
あ
る
劉
輔

の
責
を
問
う
可
能
性
が
生
じ
る
た
め
賓
客
弾
圧
を
行
わ
な
か
っ
た
と
い
う
（
列
伝
三
二
、
光
武
十
王
伝
、
沛
献
王
輔
伝
）。

明
帝
の
兄
弟
は
種
々
問
題
を
起
こ
し
た
。
し
か
し
、
明
帝
は
「
親
親
」
の
情
を
示
し
厳
罰
に
処
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
中
で
も
、
楚
王
英
は
、

明
帝
の
太
子
時
よ
り
親
愛
さ
れ
た
異
母
弟
で
、
前
述
し
た
黄
老
や
、
浮
屠
（
仏
）
の
道
を
好
ん
だ
。
明
帝
自
身
仏
教
へ
の
関
心
が
有
り）

56
（

、
英
の

行
為
を
責
め
ず
に
む
し
ろ
僧
侶
や
在
家
信
者
の
保
護
を
許
し
て
い
る
。
し
か
し
、
英
は
そ
の
後
、
図と

し
ん讖

（
予
言
書
）
を
造
作
し
て
王
国
に
官
僚

体
系
を
設
け
た
こ
と
か
ら
大
逆
無
道
と
し
て
弾
劾
さ
れ
る
が
、
明
帝
は
廃
爵
し
て
県
に
徙
し
た
も
の
の
、
英
の
母
や
子
に
は
咎
め
無
し
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
英
は
自
殺
し
、
王
の
礼
に
よ
る
葬
儀
が
行
わ
れ
た
。
同
母
弟
の
広
陵
王
荊
は
、
廃
嫡
さ
れ
た
東
海
王
彊
に
書
を
送
っ
て
謀
叛
を

勧
め
、
彊
は
怖
れ
て
明
帝
に
そ
の
こ
と
を
伝
え
た
。
明
帝
は
、
荊
が
同
母
弟
で
あ
る
こ
と
か
ら
事
を
秘
し
た
。
し
か
し
荊
の
行
状
は
改
ま
る
こ

と
な
く
、
天
下
の
変
事
を
望
み
、
自
分
の
容
貌
が
光
武
帝
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
決
起
時
期
を
占
う
な
ど
し
た
が
、
明
帝
は
詳
し
い
取
り
調
べ

は
せ
ず
、
吏
民
の
臣
属
を
禁
じ
、
相
・
中
尉
に
監
視
さ
せ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
荊
は
呪
詛
を
行
っ
た
事
を
弾
劾
さ
れ
自
殺
し
た
。
こ

の
二
人
以
外
に
も
異
母
弟
の
違
法
行
為
が
散
見
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
対
し
て
も
明
帝
は
「
親
親
」
の
情
を
示
し
領
地
の
削
減
或
い
は
徙
封
に

留
め
た
。

章
帝
は
、
皇
族
や
外
戚
の
驕
奢
に
苦
言
を
呈
し
て
は
い
る
が）

57
（

、
明
帝
が
罰
と
し
て
削
っ
た
県
を
返
還
す
る
な
ど
、
諸
侯
王
対
策
は
さ
ら
に
寛

大
で
あ
っ
た
。
魏
の
文
帝
に
よ
っ
て
長
者
と
称
さ
れ
た
章
帝
で
あ
る
が）

58
（

、
章
帝
の
臣
下
は
恩
寵
過
多
、
過
礼
で
あ
る
と
し
て
し
ば
し
ば
諫
言
し

た
。
章
帝
の
過
ぎ
た
る
礼
遇
に
対
し
、
叔
父
の
東
平
王
蒼
は
上
下
の
序
あ
る
べ
し
と
諫
め）

59
（

、
尚
書
の
宋
意
は
、
過
分
な
恩
寵
賜
与
を
強
く
諫
め
、

諸
王
を
就
国
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
上
奏
し
て
い
る）

60
（

。
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和
帝
も
兄
弟
の
諸
王
を
就
国
さ
せ
ず
に
京
師
に
長
く
留
め
て
い
る
。
安
帝
以
降
も
、
諸
侯
王
に
対
す
る
皇
帝
の
恣
意
的
恩
情
や
過
分
な
賞
賜

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。『
後
漢
書
』
に
は
、
皇
帝
の
行
幸
や
巡
狩
に
諸
侯
王
が
連
れ
だ
っ
て
随
行
す
る
記
載
が
頻
見
さ
れ
、
後
嗣
な
く
王

が
没
し
た
こ
と
で
、
一
度
は
「
国
除
」
と
な
っ
て
も
、
後
に
、
王
の
兄
弟
或
い
は
他
の
劉
氏
が
封
ぜ
ら
れ
再
興
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

史
書
に
は
、「
帝
は
親
親
を
以
て
忍
び
ず
（
帝
以
親
親
不
忍）

61
（

）」
或
い
は
「
朕
は
八
辟
の
議
を
覧
て
、
之
を
理
に
致
す
に
忍
び
ず
（
朕
覧
八
辟

之
議
、
不
忍
致
之
于
理）

62
（

）」
な
ど
、
皇
帝
の
情
を
以
て
罪
が
軽
減
さ
れ
る
事
例
が
多
い
。「
親
親
」
と
は
「
親
し
き
に
親
し
む
」
と
い
う
儒
学
の

徳
目
で
あ
り
、「
八
辟
の
議
」
と
は
、『
周
礼
』
の
文
言
で
八
種
の
人
間
を
対
象
に
罪
を
審
理
し
て
減
免
す
る
措
置
を
意
味
し
、
そ
の
一
番
目
の

対
象
者
が
「
親
（
宗
室
及
び
親
属
）」
で
あ
る）

63
（

。
諸
侯
王
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
穏
便
な
処
置
は
、
前
漢
代
の
文
帝
・
景
帝
・
武
帝
期
と
は
対

照
的
で
あ
り）

64
（

、
後
漢
の
諸
侯
王
は
、「
反
す
れ
ど
も
誅
せ
ず
（
反
而
不
誅
）」
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

し
か
し
他
方
、
明
帝
に
関
し
て
は
「
明
察
慧
敏
」
に
過
ぎ
る
と
さ
れ
る
側
面
が
あ
り）

65
（

、
諸
王
も
そ
れ
な
り
に
対
処
し
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ

る
。
太
子
時
に
共
に
学
び
常
に
側
に
い
た
北
海
王
睦
（
光
武
帝
の
兄

の
孫
）
は
、
明
帝
が
即
位
す
る
と
、
王
の
許
に
集
ま
る
賓
客
を
断
絶
し
、

音
楽
に
専
心
し
て
遊
び
人
を
装
っ
た
と
さ
れ
る）

66
（

。
廃
嫡
さ
れ
東
海
王
に
遷
さ
れ
た
彊
は
、
子
の
政
が
「
小
人
」
で
あ
る
こ
と
を
心
配
し
て
、
東

海
郡
の
返
還
を
遺
書
の
中
で
請
願
し
て
い
る）

67
（

。
同
母
弟
の
東
平
王
蒼
は
驃
騎
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
、
礼
楽
の
整
備
を
進
言
す
る
な
ど
明
帝
の
信
頼

を
得
た
が
、
蒼
の
声
望
が
増
す
に
つ
れ
自
ら
安
ん
ぜ
ず
、
退
官
就
国
を
申
し
出
て
い
る）

68
（

。
し
か
し
、
上
記
の
よ
う
な
事
例
は
明
帝
期
に
限
ら
れ
、

後
漢
の
皇
帝
と
諸
侯
王
は
「
親
親
」
の
情
に
よ
っ
て
繋
が
っ
て
い
た
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
王
の
傅
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
三
）
諸
侯
王
の
傅

１
．
傅
の
役
割

前
漢
同
様
、
王
国
の
傅
の
任
務
は
王
を
善
導
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
続
漢
書
』
百
官
志
に
は
、
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皇
子　

王
に
封
ぜ
ら
る
れ
ば
、
其
の
郡　

国
と
為
り
、
毎つ

ね

に
傅
一
人
、
相
一
人
を
置
き
、
皆
二
千
石
な
り
。

皇
子
封
王
、
其
郡
為
国
、
毎
置
傅
一
人
、
相
一
人
、
皆
二
千
石
。

と
あ
り
、
李
賢
注
に
は
、

傅
は
王
を
導
く
に
善
を
以
て
す
る
こ
と
を
主
り
、
礼
は
師
の
如
く
、
不
臣
な
り
。

傅
主
導
王
以
善
、
礼
如
師
、
不
臣
也
。

と
記
さ
れ
、
傅
が
「
礼
は
師
の
如
く
、
不
臣
な
り
」
と
あ
る
こ
と
は
、
後
漢
の
太
子
太
傅
と
同
様
で
あ
り
、
傅
の
「
師
」
と
し
て
の
役
割
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
不
臣
」
と
さ
れ
て
は
い
る
が
、
王
に
不
徳
の
行
い
が
あ
っ
た
場
合
は
、
傅
は
そ
の
任
務
不
履
行
の
責
め
を

負
わ
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
梁
王
暢
（
明
帝
子
）
は
、
明
帝
に
最
も
愛
幸
さ
れ
、
章
帝
も
先
帝
の
意
を
以
て
厚
遇
し
た
が
、
王
は
驕
慢
に
し
て
頻

繁
に
法
度
を
破
っ
た
。
章
帝
没
後
初
め
て
就
国
し
、
乳
母
や
側
近
と
共
に
卜
筮
に
凝
り
、
皇
帝
位
を
望
ん
だ
と
さ
れ
不
道
と
し
て
弾
劾
さ
れ
た

が
、
和
帝
は
二
県
を
削
減
す
る
に
留
め
た
。
王
は
詫
び
状
を
送
り
、
乳
母
や
側
近
に
惑
わ
さ
れ
傅
が
善
導
し
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
自
決
す
る

由
を
伝
え
る
が
、
和
帝
は
「
王
は
素
直
で
善
良
な
美
徳
の
持
ち
主
」
で
あ
り
、「
傅
と
相
が
良
く
な
い
の
で
邪
悪
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。」
と
し
て
王
を
許
し
た）

69
（

。
こ
の
時
の
傅
に
対
す
る
処
罰
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く
何
ら
か
の
責
め
を
受
け
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
順
帝
時
の
河
間
王
政
（
章
帝
孫
）
も
違
法
行
為
を
弾
劾
さ
れ
、
更
に
検
督
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
中
央
官
に
対
し
て
非
礼
を
行
っ
た
こ
と

で
、
王
と
傅
が
詰
責
さ
れ
、
王
を
取
り
巻
く
姦
者
数
十
人
が
殺
さ
れ
て
い
る）

70
（

。
霊
帝
時
に
は
、
渤
海
王
悝
（
桓
帝
の
弟
）
の
謀
叛
が
宦
官
に
誣

告
さ
れ
王
が
自
殺
し
た
。
王
の
妻
子
・
妓
女
な
ど
百
余
人
が
下
獄
死
、
傅
相
以
下
は
「
王
を
輔
導
す
る
こ
と
不
忠
な
る
を
以
て
（
以
輔
導
王
不

忠
）」
悉
く
誅
殺
さ
れ
て
お
り）

71
（

、
こ
れ
は
後
漢
の
諸
侯
王
に
対
す
る
処
置
と
し
て
は
極
め
て
厳
し
い
対
応
で
あ
る
。
他
方
、
傅
と
相
が
王
の
善

行
を
朝
廷
に
伝
え
、
皇
帝
よ
り
賞
賜
さ
れ
た
事
例）

72
（

が
あ
り
、
傅
と
相
に
は
、
王
や
王
国
の
動
き
を
善
き
に
せ
よ
悪
し
き
に
せ
よ
報
告
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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２
．
就
任
者

史
書
か
ら
判
明
し
た
四
人
の
就
任
者
を
︻
表
３
︼
に
示
し
た
。
各
々
の
経
歴
及
び
傅
と
し
て
の
行
動
を
み
て
い
こ
う
。
杜
林
は
光
武
帝
の
最

初
の
太
子
彊
の
傅
で
あ
る
。
建
武
一
七
年
（
四
一
）、
生
母
郭
皇
后
が
廃
位
さ
れ
、
太
子
彊
は
藩
王
へ
の
遷
位
を
請
願
し
て
い
た
。
彊
を
寵
愛

し
て
い
た
光
武
帝
は
し
ば
ら
く
逡
巡
す
る
が
、
二
年
後
に
東
海
王
に
遷
し
た
。
二
歳
で
の
立
太
子
以
来
一
七
年
間
の
在
位
期
間
中
、
光
武
帝
は

彊
の
礼
儀
正
し
さ
を
嘉
み
し
て
い
た
と
さ
れ
、
廃
嫡
は
彊
自
身
の
過
失
に
因
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
慮
っ
た
光
武
帝
は
、
東
海
国
に
魯
郡
を

加
え
て
計
二
九
県
と
い
う
大
封
を
以
て
し
、
魯
に
都
せ
し
め
、
天
子
に
擬
え
て
近
衛
兵
・
儀
仗
兵
を
備
え
さ
せ
る
な
ど
手
厚
い
待
遇
を
与
え
て

彊
に
対
す
る
情
愛
を
示
し
た
。
傅
の
人
選
も
熟
慮
し
た
結
果
、
光
禄
勳
の
杜
林
を
当
て
て
い
る）

73
（

。
杜
林
は
、
代
々
太
守
や
刺
史
な
ど
地
方
官
を

務
め
た
家
柄
の
出
身
で
、『
尚
書
』
に
通
じ
て
い
た
。
侍
御
史
（
六
百
石
）、
大
司
徒
司
直
（
比
二
千
石
）
を
経
て
光
禄
勳
（
中
二
千
石
）
と
為

り
「
内
に
宿
衞
を
奉
じ
、
外
は
三
署
を
統
べ
、
周
密
敬
慎
た
り
（
内
奉
宿
衞
、
外
総
三
署
、
周
密
敬
慎
）」
と
あ
り
、
官
吏
の
選
抜
が
公
平
で

あ
っ
た
と
さ
れ
、
群
僚
に
尊
敬
さ
れ
て
い
た
。
就
任
期
間
は
一
年
で
あ
る
。
彊
は
、
師
な
る
を
以
て
杜
林
に
賞
賜
を
与
え
よ
う
と
す
る
が
、
林

は
敢
え
て
受
け
な
い）

74
（

。
こ
れ
を
聞
い
た
光
武
帝
は
益
々
、
林
を
重
ん
じ
、
中
央
に
戻
し
少
府
、
光
禄
勳
（
再
任
）
へ
と
遷
し
大
司
空
に
就
け
た
。

何
敞
は
、
和
帝
即
位
の
永
元
初
年
（
八
九
〜
）
に
、
済
南
王
康
の
奢
侈
を
諫
め
る
為
に
、
尚
書
の
官
か
ら
急
遽
傅
と
し
て
王
国
に
派
遣
さ
れ

た
。
当
時
朝
廷
で
は
竇
憲
は
じ
め
竇
皇
后
の
一
族
が
台
頭
し
、
何
敞
は
常
々
竇
氏
の
専
横
を
糾
弾
し
て
い
た
た
め
竇
憲
に
憎
ま
れ
て
お
り
、
傅

と
し
て
王
国
に
遣
わ
さ
れ
た
理
由
は
、
実
態
は
竇
憲
の
提
案
に
よ
る
の
で
あ
っ
て）

75
（

、
た
ま
た
ま
王
の
不
徳
が
問
題
と
な
っ
た
折
に
乗
じ
て
、
竇

憲
が
何
敞
を
地
方
に
追
い
遣
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
済
南
王
康
は
郭
氏
所
生
の
光
武
帝
の
子
で
あ
る
。
明
帝
の
時
に
、
賓
客
と
の
交
通

を
弾
劾
さ
れ
て
五
県
を
削
ら
れ
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
賓
客
を
厚
遇
し
続
け
た
。
し
か
し
、
章
帝
は
そ
れ
を
咎
め
る
こ
と
も
な
く
明
帝
が

削
っ
た
領
地
を
返
還
し
て
い
る
。
民
が
水
害
・
旱
魃
な
ど
に
苦
し
む
中
、
康
は
蓄
財
に
務
め
、
奴
婢
一
四
〇
〇
人
・
厩
馬
一
二
〇
〇
匹
・
私
田

八
〇
〇
頃
を
所
有
し
奢
侈
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
建
武
一
五
年
（
三
九
）
に
封
公
、
一
七
年
に
封
王
、
そ
し
て
建
武
二
八
年
（
五
二
）
に
就

国
し
て
い
て
、
永
元
初
に
国
傅
の
何
敞
が
諫
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
敞
が
国
に
赴
い
た
時
に
は
王
の
年
齢
は
少
く
と
も
五
〇
歳
以
上
と
計
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算
で
き
る
が
、
何
敞
は
『
孝
経
』
の
諸
侯
の
義
を
引
い
て
王
を
教
導
し
た
と
さ
れ
る
。
王
は
何
敞
を
尊
重
し
て
逆
ら
う
こ
と
な
く
傾
聴
し
た
が
、

生
活
を
改
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う）

76
（

。
何
敞
は
就
任
一
年
余
で
汝
南
太
守
に
遷
さ
れ
て
い
る
。

程
堅
は
、
安
帝
時
に
趙
王
乾
の
傅
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
も
王
の
不
徳
が
上
奏
さ
れ
た
後
の
派
遣
で
あ
る
。
父
王
の
喪
中
に
不
肖
行
為
を
行
っ

た
等
の
こ
と
が
発
覚
し
た
た
め
一
県
を
削
ら
れ
、
郎
中
（
比
三
百
石
）
で
あ
っ
た
程
堅
が
志
行
有
り
と
し
て
傅
に
抜
擢
さ
れ
て
お
り
、
程
堅
は

礼
儀
を
以
て
王
を
説
諭
し
匡
正
さ
せ
た
と
い
う
。
そ
れ
を
報
告
し
た
結
果
、
一
県
は
回
復
さ
れ
て
い
る）

77
（

。

楊
倫
は
、
安
帝
に
よ
っ
て
清
河
王
延
平
の
傅
に
任
命
さ
れ
た
。
同
年
中
に
安
帝
が
死
去
し
、
そ
の
死
を
悼
ん
で
自
ら
官
を
去
っ
て
い
る
の
で
、

在
任
期
間
は
わ
ず
か
で
あ
る
。『
尚
書
』
に
通
じ
、
傅
に
就
く
前
は
、
郡
の
文
学
掾
（
教
官
）
を
務
め
て
お
り
「
人
間
の
事
に
能
え
ざ
る
を
以

て
（
以
不
能
人
間
事
）」
辞
職
し
、
そ
の
後
は
弟
子
千
余
人
を
教
え
鄧
太
后
臨
朝
中
は
、
仕
官
に
一
切
応
じ
な
か
っ
た
と
い
う
。
順
帝
は
楊
倫

の
罪
を
赦
し
、
安
帝
陵
で
服
喪
を
行
わ
せ
て
い
る
。
そ
の
後
、
三
遷
し
て
常
山
王
の
傅
に
補
さ
れ
る
が
病
を
以
て
就
か
ず
、
閉
門
し
弟
子
を
教

え
家
に
没
し
た
と
さ
れ
る
。
儒
林
伝
に
載
せ
ら
れ
る
ほ
ど
の
学
識
の
持
ち
主
で
あ
っ
て
、
三
度
徴
さ
れ
て
い
る
が
、
結
局
は
下
野
も
し
く
は
官

を
免
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
楊
倫
の
理
想
と
矜
持
が
高
す
ぎ
て
仕
官
に
耐
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
就
任
者
の
離
任
後
の
履
歴
を
み
る
と
、
程
堅
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
他
の
三
名
は
皆
二
千
石
ク
ラ
ス
の
官
に
遷
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
王
の
傅
と
し
て
の
見
識
及
び
能
力
が
評
価
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
こ
れ
ら
士
人
の
傅
と
は
別
に
、
後
漢
の
諸
侯
王
国
に
は
中
傅
と
い
う
存
在
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
項
で
更
に
検
討
す
る

こ
と
に
し
た
い
。３

．
中
傅

中
傅
は
前
漢
よ
り
史
書
に
見
え
る
が
、
前
漢
に
お
い
て
は
、
王
の
傅
と
は
別
の
存
在
で
あ
り
、
宦
官
と
し
て
王
の
側
に
在
っ
て
雑
用
を
担
っ

た
と
推
察
さ
れ
る）

78
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。
し
か
し
、
後
漢
で
は
、
宦
官
が
諸
侯
王
国
の
傅
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
中
傅
に
つ
い
て
、
鎌
田
重
雄
氏
は
、
前
漢
で
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は
王
国
の
傅
は
士
人
で
あ
っ
た
が
、
後
漢
に
な
る
と
宦
官
が
用
い
ら
れ
、
諸
侯
王
国
に
は
相
当
数
が
任
命
さ
れ
て
い
た
と
す
る）

79
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。
事
実
、
太
子

か
ら
遷
位
さ
れ
た
清
河
王
慶
の
傅
に
は
宦
官
衞え

い
き
ん訢

が
就
い
て
お
り
、
和
帝
末
、
こ
の
中
傅
が
財
物
千
余
万
銭
相
当
を
盗
ん
だ
こ
と
が
発
覚
し
た
。

和
帝
は
王
に
対
し
、
な
ぜ
訢
を
弾
劾
し
な
か
っ
た
か
を
責
め
る
が
、
慶
は
、
次
の
様
に
応
え
て
い
る
。

訢
は
師
傅
の
尊
き
を
以
て
聖
朝
よ
り
選
ば
る
。
臣
愚
、
唯
だ
言
に
従
い
事
を
聴
か
ん
こ
と
を
知
る
の
み
。
甚
だ
し
く
は
糺
察
す
る
所
あ
ら
ず
。

訢
以
師
傅
之
尊
選
自
聖
朝
、
臣
愚
唯
知
言
従
事
聴
、
不
甚
有
所
糺
察
。

和
帝
は
王
の
言
を
嘉
し
、
訢
が
盗
ん
だ
物
を
全
て
王
に
与
え
た
と
い
う
（
伝
四
五
、
章
帝
八
王
伝
、
清
河
王
慶
伝
）。

中
傅
に
つ
い
て
は
、
明
帝
期
の
楚
王
英
の
伝
に
「
諸
国
の
中
傅
に
班
示
す
」
と
あ
り
、
東
平
王
蒼
の
伝
に
は
中
傅
を
介
し
て
明
帝
が
王
に
手

詔
を
与
え
て
お
り
、
蒼
の
没
後
に
は
、
章
帝
が
中
傅
に
命
じ
て
蒼
の
手
に
な
る
書
・
記
・
賦
な
ど
を
集
め
さ
せ
進
呈
さ
せ
て
い
る
。
従
っ
て
、

中
傅
は
明
帝
期
か
ら
既
に
諸
王
に
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
王
国
の
傅
全
て
が
宦
官
で
は
な
い
が
、
宦
官
も
傅
の
人
選
対
象
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
東
平
国
に
は
士
人
の
傅
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
驃
騎
将
軍
と
し
て
敬
重
さ
れ
た
蒼
が
、
免
官
と
帰
国
を
明
帝
に

請
願
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
永
平
五
年
（
六
二
）
に
、
免
官
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
帰
国
の
み
許
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
明
帝
は
蒼

の
部
下
で
あ
る
将
軍
長
史
（
千
石
）
を
東
平
国
の
傅
（
二
千
石
）
に
、
掾
（
比
三
百
石
）
を
中
大
夫
（
比
六
百
石
）
に
、
令
史
（
百
石
）
を
王

家
の
郎
（
二
百
石
）
に
任
じ
て
王
国
に
赴
任
さ
せ
て
い
る
。
明
帝
の
こ
の
行
動
は
声
望
あ
る
蒼
を
警
戒
し
た
為
と
の
詮
索
も
可
能
で
あ
る
が
、

こ
こ
は
明
帝
が
蒼
を
敬
愛
す
る
余
り
の
例
外
的
処
遇
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
東
平
国
に
は
士
人
の
傅
と
宦
者
で
あ
る
中
傅
が
置

か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
史
書
の
記
載
を
見
る
限
り
、
中
傅
が
王
の
師
と
し
て
教
導
し
た
様
子
は
見
ら
れ
ず
、
そ
の
役
割
は
皇

帝
の
意
向
を
王
に
伝
達
す
る
こ
と
に
留
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

王
の
傅
は
二
千
石
の
高
官
で
あ
り
、
前
漢
で
は
建
国
当
初
よ
り
、
全
て
の
王
国
に
名
あ
る
士
人
や
儒
者
が
派
遣
さ
れ
厳
格
な
教
導
を
行
っ
て

い
る
。
儒
教
を
重
ん
じ
た
後
漢
が
、
王
国
の
傅
に
宦
官
を
任
命
し
て
い
る
現
象
を
ど
う
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
光
武
帝
の
時
よ
り
、

中
常
侍
な
ど
従
来
士
人
が
就
い
た
官
に
宦
者
が
登
用
さ
れ
て
い
る
が）

80
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、
宦
官
勢
力
の
台
頭
は
和
帝
親
政
以
降
と
さ
れ
る
。
和
帝
は
太
子
時
代
皇
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后
竇
氏
に
よ
っ
て
養
育
さ
れ
て
お
り
、
一
〇
歳
で
即
位
す
る
と
、
竇
氏
が
皇
太
后
と
し
て
摂
政
し
竇
憲
等
竇
氏
一
族
が
専
横
し
て
い
た
が
、
即

位
四
年
後
、
和
帝
は
宦
官
鄭
衆
を
使
っ
て
竇
氏
を
一
掃
し
て
お
り
、
以
後
、
宦
官
の
勢
力
が
増
し
た
。
順
帝
期
で
は
封
爵
さ
れ
た
宦
官
が
養
子

を
取
る
こ
と
を
許
さ
れ
世
襲
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
列
伝
六
八
、
宦
者
列
伝
、
孫
程
伝
）。
中
傅
は
こ
れ
ら
宦
官
勢
力
拡
大
の
一
側
面
を
示
す

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
諸
侯
王
の
数
が
多
い
わ
り
に
は
、
判
明
す
る
傅
の
数
が
少
な
い
の
は
、
宦
官
が
多
く
任
命
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
太
子
期
を
経
ず
に
諸
侯
王
か
ら
即
位
し
た
皇
帝
に
つ
い
て
は
、
も
と
乳
母
な
ど
女
性
養
育
従
事
者
の
存
在
が
見
え
る）

81
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が
、

男
性
の
傅
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。

（
四
）
後
漢
の
傅
─
ま
と
め
─

後
漢
の
諸
侯
王
の
傅
は
、
前
漢
同
様
、
二
千
石
の
命
官
で
あ
り
、
王
の
善
導
を
職
掌
と
し
、
王
の
「
師
」
で
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
し

か
し
、
後
漢
に
お
け
る
王
国
の
傅
の
人
選
は
、
光
武
帝
期
を
除
け
ば
、
明
帝
期
で
さ
え
多
分
に
名
目
的
、
形
式
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
皇
帝
自

身
が
王
国
の
傅
の
役
割
を
重
要
視
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
諸
侯
王
国
の
力
が
弱
小
で
あ
り
、
も
は
や
脅
威
と
は

な
り
得
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
ろ
う
。
王
に
叛
逆
心
が
た
と
え
芽
生
え
た
と
し
て
も
大
き
く
な
る
前
に
摘
み
取
り
、「
親
親
」
の
情
を
示
し
て
刑

を
軽
減
し
皇
帝
の
恩
徳
を
与
え
た
こ
と
、
諸
侯
王
を
長
年
京
師
に
留
め
就
国
さ
せ
ず
、
諸
侯
王
は
皇
族
と
し
て
経
書
を
習
得
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
て
い
た）

82
（

こ
と
な
ど
か
ら
推
察
し
て
も
、
傅
を
付
け
て
王
を
善
導
さ
せ
る
必
要
性
を
皇
帝
自
身
が
軽
視
し
た
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
宦

官
を
王
の
傅
に
任
用
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
、
就
国
し
た
王
に
問
題
が
発
覚
し
た
際
に
、
士
人
の
傅
が
急
遽
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
証
左
と

な
ろ
う
。
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お
わ
り
に

本
格
的
な
儒
教
国
家
と
さ
れ
る
後
漢
王
朝
を
、
太
子
二
傅
と
王
の
傅
の
在
り
方
か
ら
み
て
き
た
。
太
子
や
王
を
教
導
す
る
制
度
が
整
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
光
武
帝
・
明
帝
期
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
。
そ
の
原
因
を
、
帝
室
無
嗣
・
皇
太
后
臨
朝
・
外

戚
専
横
・
幼
帝
擁
立
・
宦
官
勢
力
拡
大
と
い
う
一
連
の
現
象
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
よ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
そ
の

原
因
は
、
礼
教
主
義
に
と
ら
わ
れ
た
皇
帝
自
身
の
在
り
様
ひ
い
て
は
皇
帝
を
そ
う
あ
ら
し
め
た
後
漢
の
後
継
者
教
育
に
あ
る
と
考
え
る
。

前
漢
と
の
比
較
に
お
い
て
太
子
教
育
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
理
由
を
述
べ
た
い
。
儒
学
の
教
養
が
官
吏
登
用
の
条
件
と
な
っ
た
の
は
、

前
漢
武
帝
の
時
で
は
あ
る
が
、
太
子
教
育
に
関
し
て
は
、
武
帝
は
儒
学
だ
け
を
重
視
し
て
は
い
な
い
。
彼
は
、
太
子
が
元
服
す
る
と
同
時
に
博

望
苑
を
造
っ
て
賓
客
の
通
行
を
許
し
た
。
そ
の
中
に
は
異
端
的
な
考
え
を
太
子
に
勧
め
る
者
も
多
く
い
た
と
さ
れ
る
。
武
帝
の
意
図
は
、
太
子

が
多
様
な
人
間
と
考
え
方
に
接
し
自
分
で
是
非
を
判
断
す
る
力
を
養
う
こ
と
に
あ
り
、
太
子
が
自
ら
考
え
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
太
子
二
傅
の

人
選
に
も
そ
の
姿
勢
は
明
ら
か
で
あ
り
、
地
方
官
な
ど
行
政
経
験
を
積
ん
だ
人
物
を
登
用
し
、
彼
等
は
特
定
の
学
問
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
太
子
の
成
長
を
見
守
り
育
て
る
と
い
う
姿
勢
に
徹
し
て
い
る
。
武
帝
以
前
で
は
、
文
帝
も
ま
た
思
賢
苑
を
造
り
賓
客
を
招
き
入
れ）
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太
子
の
視
野
を
広
く
す
る
こ
と
を
図
っ
た
。
儒
学
が
豪
族
及
び
官
吏
層
に
台
頭
し
始
め
た
宣
帝
期
に
は
、
儒
学
者
が
太
子
二
傅
に
登
用
さ
れ
始

め
た
が
、
宣
帝
が
選
ん
だ
儒
者
は
、
現
実
に
則
し
た
客
観
的
・
建
設
的
思
考
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
儒
学
経
典
に
偏
っ
て
理
想
の
実

現
に
固
執
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
儒
学
に
傾
倒
し
た
元
帝
の
頃
か
ら
古
礼
遵
守
を
信
奉
す
る
学
者
が
二
傅
に
登
用
さ
れ
始
め
、

こ
れ
ら
は
丞
相
や
御
史
大
夫
に
至
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
成
帝
・
哀
帝
を
経
て
前
漢
末
ま
で
続
き
、
そ
の
結
果
、
高
祖
以
来
の
伝
統
や
祭
祀
が
大

幅
に
改
革
さ
れ
、
同
時
に
皇
帝
権
威
の
失
墜
と
帝
室
の
弱
体
化
を
世
に
露
呈
さ
せ
た
。
帝
室
が
古
礼
遵
守
の
是
非
に
揺
れ
動
い
て
い
る
間
、
洪

水
・
旱
魃
・
流
行
病
な
ど
が
頻
発
し
、
民
は
困
窮
の
極
み
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
成
帝
自
身
が
、
民
が
苦
し
ん
で
い
る
に
も
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拘
わ
ら
ず
礼
儀
が
興
る
こ
と
を
望
む
の
は
、
な
ん
と
難
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
、
儒
学
の
「
礼
」
そ
の
も
の
の
在
り
方
に
疑
問
を
呈
し
て
い

る
。し

か
し
、
後
漢
の
光
武
帝
は
、
儒
学
を
統
治
理
念
の
中
心
に
据
え
礼
教
を
重
ん
じ
た
。
太
子
教
育
に
お
い
て
も
太
子
が
礼
容
と
儒
学
の
学
識

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
望
み
、
そ
の
願
い
は
太
子
即
位
後
の
明
帝
に
よ
っ
て
叶
え
ら
れ
た
と
言
え
る
が
、
明
帝
は
決
し
て
儒
学
の
み
に
縛
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
法
術
に
通
じ
、
黄
老
を
知
り
、
西
域
の
仏
道
に
も
興
味
を
示
す
な
ど
視
野
の
広
さ
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
章
帝
以
降
の
皇

帝
は
儒
学
と
そ
の
礼
教
主
義
に
拘
束
さ
れ
、
礼
制
の
整
備
化
（
煩
雑
化
）
や
経
義
の
統
一
に
よ
り
皇
帝
権
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
。
反
面
、
民

の
範
と
な
る
は
ず
の
帝
室
内
部
は
正
当
な
理
由
な
く
太
子
が
廃
さ
れ
て
お
り
、
以
後
、
皇
太
后
の
摂
政
と
外
戚
専
横
の
流
れ
を
生
む
。
後
漢
後

半
は
帝
室
無
嗣
の
状
況
の
中
で
、
諸
侯
王
や
王
子
が
皇
帝
と
為
る
こ
と
で
、
か
ろ
う
じ
て
皇
統
が
保
持
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
皇
帝
は
、
皇
太

后
と
そ
の
外
戚
・
皇
后
と
そ
の
外
戚
・
皇
帝
の
も
と
乳
母
・
皇
帝
の
生
母
・
宦
官
な
ど
皇
帝
周
囲
を
取
り
巻
く
人
間
の
恣
意
と
私
欲
に
翻
弄
さ

れ
国
家
を
私
物
化
し
た
側
面
が
強
く
、
統
治
者
と
し
て
の
公
正
さ
、
国
の
現
状
を
知
り
適
切
な
判
断
を
下
す
と
い
う
君
主
と
し
て
の
責
務
を
認

識
し
て
い
る
よ
う
に
は
み
ら
れ
な
い
。
極
言
す
れ
ば
、
後
漢
後
半
は
、
皇
帝
自
身
を
含
め
帝
室
全
体
が
、「
礼
」
や
「
孝
」
と
い
う
儒
教
の
徳

目
を
標
榜
す
る
の
み
で
、
実
際
の
言
動
は
極
め
て
非
儒
教
的
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
建
国
時
に
光
武
帝
が
目
指
し
た
民
の
平
和
を
願
う
姿
勢
は
も

は
や
見
ら
れ
な
い
。
太
子
や
諸
侯
王
教
育
の
制
度
が
整
っ
て
い
て
も
、
制
度
が
制
度
と
し
て
の
み
存
在
し
、
実
態
は
規
定
し
た
方
向
に
進
ん
で

い
な
い
。
こ
れ
は
、
表
面
的
形
式
主
義
に
陥
り
か
ね
な
い
と
い
う
礼
教
主
義
の
負
の
側
面
の
現
れ
で
あ
り
、
そ
の
徴
候
は
、
前
漢
元
帝
期
に

兆
し
、
後
漢
で
は
章
帝
期
よ
り
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
る
。
以
上
、
太
子
二
傅
と
王
国
の
傅
を
中
心
に
後
漢
の
後
継
者
教
育
を
述
べ
た
。「
傅
」

に
限
定
し
た
こ
と
か
ら
、
導
き
出
し
た
結
論
に
お
そ
ら
く
何
ら
か
の
偏
重
が
あ
る
だ
ろ
う
こ
と
は
否
め
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
後
漢
後

半
に
お
け
る
劉
氏
宗
室
メ
ン
バ
ー
が
、
帝
室
の
動
き
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
の
か
を
探
り
た
い）

84
（

。
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注（
1
）
賈
誼
は
、
文
帝
時
に
最
年
少
で
博
士
と
な
っ
た
儒
学
者
で
あ
り
、

施
政
に
つ
い
て
多
く
を
献
策
す
る
こ
と
に
よ
り
文
帝
に
信
頼
さ
れ

た
。
文
帝
が
寵
愛
す
る
梁
王
揖
の
太
傅
と
な
っ
た
が
、
揖
は
落
馬
し

て
夭
折
し
、
そ
の
二
年
後
賈
誼
も
若
く
し
て
没
し
た
（『
漢
書
』
巻

四
八
賈
誼
伝
）。

（
2
）
皇
帝
の
後
嗣
を
「
皇
太
子
」
と
称
し
た
の
は
、
劉
邦
（
前
漢
創

始
者
）
が
皇
帝
に
即
位
し
た
高
祖
五
年
（
前
二
〇
二
）
が
最
初
で
あ

る
。
そ
れ
以
前
に
は
、
国
君
後
嗣
は
太
子
あ
る
い
は
世
子
と
称
さ

れ
、
太
子
・
世
子
の
区
別
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。
太
子
・
世
子
の
呼

称
に
関
し
て
、『
白
虎
通
』
の
鄭
玄
注
に
「
周
制
、
太
子
世
子
、
亦

た
定
ま
ら
ざ
る
な
り
。
漢
制
、
天
子
は
皇
帝
と
称
し
、
其
の
嫡
嗣
は

皇
太
子
と
称
し
、
諸
侯
王
の
嫡
は
世
子
と
称
し
、
後
代
咸
之
に
因
る

（
周
制
、
太
子
世
子
、
亦
不
定
也
。
漢
制
、
天
子
称
皇
帝
、
其
嫡
嗣

称
皇
太
子
、
諸
侯
王
之
嫡
称
世
子
、
後
代
咸
因
之
）」
と
あ
る
。
本

稿
は
、
漢
代
を
対
象
と
し
て
お
り
、
本
来
な
ら
ば
「
皇
太
子
」
と
す

べ
き
で
あ
る
が
、
便
宜
上
、「
太
子
」
と
い
う
語
句
を
使
用
す
る
。

（
3
）
齊
藤
幸
子
「
前
漢
の
太
子
太
傅
」（
お
茶
の
水
女
子
大
学
『
人
間

文
化
創
成
科
学
論
叢
』
一
一
、二
〇
〇
九
）。
し
か
し
、
こ
の
考
察
で

は
、
宣
帝
期
と
元
帝
期
の
太
子
二
傅
の
比
較
が
充
分
に
行
わ
れ
て
い

な
い
。
本
稿
で
後
述
す
る
「
前
漢
の
太
子
二
傅
」
に
簡
略
的
で
は
あ

る
が
、
宣
帝
・
元
帝
期
の
太
子
教
育
の
違
い
を
補
足
し
た
。

（
4
）
齊
藤
幸
子
「
前
漢
諸
侯
王
国
の
太
傅
」（『
日
本
秦
漢
史
研
究
』

一
一
、二
〇
一
一
）。
な
お
、
王
国
の
傅
は
、
前
漢
成
帝
の
綏
和
元
年

（
前
八
）
以
前
は
太
傅
と
称
し
た
（『
続
漢
書
』
百
官
志
、
王
国
条
）。

（
5
）
先
行
研
究
で
あ
る
が
、
漢
代
の
太
子
二
傅
に
つ
い
て
の
専
論
は

極
め
て
少
な
い
。
漢
代
の
太
子
教
育
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
論
考
が

あ
る
。
安
作
璋
・
熊
鉄
基
『
秦
漢
官
制
史
稿
』（
斉
魯
書
社
、

一
九
八
四
）
は
、
秦
漢
の
官
制
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
太
子

教
育
制
度
を
含
み
、
太
子
二
傅
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。
王
健
「
漢
代

君
主
研
習
儒
学
伝
統
的
形
成
及
其
歴
史
效
応
」（『
中
国
史
研
究
』、

一
九
九
六
第
三
期
）
は
、
太
子
教
育
の
具
体
的
内
容
を
考
察
し
て
い

る
。
閻
歩
克
「
漢
武
帝
時
„
寛
厚
長
者
皆
附
太
子
＂
考
」（『
北
京
大

学
学
報
』
哲
学
社
会
科
学
版
、
一
九
九
三
）
は
、
武
帝
時
の
太
子
周

囲
の
長
者
と
称
さ
れ
る
人
々
を
検
討
し
て
い
る
。
蘇
鑫
「
漢
代
皇
太

子
制
度
考
述
」（
吉
林
大
学
、
碩
士
論
文
、
二
〇
〇
七
）
は
、
太
子

教
育
制
度
に
主
眼
を
置
く
。
い
ず
れ
も
、
太
子
教
育
と
太
子
二
傅
に

つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
制
度
面
か
ら
の
考
察
あ
る
い
は
概
略
的
で

あ
り
、
就
任
者
の
分
析
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
両
漢
代
の
諸
侯
王
の

傅
に
つ
い
て
も
、
専
論
は
少
な
い
。
僅
か
に
、
後
漢
の
傅
に
つ
い

て
、
鎌
田
重
雄
「
後
漢
の
王
国
」（
同
『
秦
漢
政
治
制
度
の
研
究
』

日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
六
二
）
が
、
王
国
の
中
傅
に
つ
い
て
触
れ

て
い
る
。

（
6
）
渡
邉
義
浩
氏
は
、「
儒
教
」
を
経
学
を
含
め
た
儒
家
の
教
説
の
総

称
と
解
し
た
上
で
、「
儒
教
国
家
」
成
立
の
指
標
を
、
１
．
思
想
内

容
と
し
て
の
体
制
儒
教
の
成
立
、
２
．
制
度
的
な
儒
教
一
尊
体
制
の

確
立
、
３
．
儒
教
の
中
央
・
地
方
の
官
僚
層
へ
の
浸
透
と
受
容
、

４
．
儒
教
的
支
配
の
成
立
、
の
四
点
に
置
き
、「
儒
教
国
家
」
の
成
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立
時
期
を
後
漢
光
武
帝
期
か
ら
後
漢
章
帝
期
の
白
虎
観
会
議
で
あ

る
、
と
す
る
（
同
『
後
漢
に
お
け
る
「
儒
教
国
家
」
の
成
立
』（
汲

古
書
院
、
二
〇
〇
九
、二
三
─
二
五
頁
）。「
儒
教
国
家
」
の
成
立
時

期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
こ
こ
で
は
措
く
。
本
稿
が
後
漢
を
「
儒

教
国
家
」
と
す
る
理
由
は
、
光
武
帝
が
儒
教
を
統
治
理
念
の
中
心
に

据
え
て
建
国
し
た
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
本
稿
の
目

的
で
あ
る
太
子
教
育
従
事
者
と
そ
の
教
育
内
容
を
考
察
す
る
こ
と

で
、
よ
り
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
7
）
官
僚
の
等
級
を
示
す
も
の
で
、
万
石
か
ら
、
中
二
千
石
、
二
千

石
、
比
二
千
石
、
千
石
、
比
千
石
、
八
百
石
、
六
百
石
、
比
六
百

石
、
五
百
石
、
四
百
石
、
比
四
百
石
、
三
百
石
、
二
百
石
、
比
二
百

石
、
百
石
と
分
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
数
は
本
来
俸
禄
高
を
穀
物

の
重
量
に
よ
っ
て
示
し
て
い
た
が
、
漢
代
で
は
、
た
だ
等
級
を
示
す

だ
け
で
俸
禄
と
は
一
致
し
て
い
な
い
。
二
千
石
は
、
中
央
の
大
臣
ク

ラ
ス
に
次
ぐ
高
位
で
あ
る
。

（
8
）
長
者
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
見
解
が
あ
る
。「
漢
初
に
は
黄

老
思
想
と
任
侠
的
気
風
と
を
土
壌
と
し
た
「
長
者
」
と
い
う
理
想
的

人
物
像
が
形
成
さ
れ
、
彼
等
は
贈
与
と
互
酬
の
世
界
の
中
で
、
惜
し

み
な
い
贈
与
を
行
い
得
る
よ
う
な
人
物
で
あ
り
、
弁
舌
さ
わ
や
か

な
、
詩
文
の
才
豊
か
で
、
才
気
や
教
養
あ
ふ
れ
る
、
そ
の
よ
う
な
人

物
は
む
し
ろ
否
定
的
評
価
を
受
け
た
。」 

以
上
、
山
田
勝
芳
「
前
漢

時
代
の
地
方
「
文
人
」
の
あ
り
か
た
」（『
中
国
文
人
の
思
考
と
表

現
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
、
所
収
）
よ
り
引
用
し
た
。
黄
老
、
任

侠
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
注
（
16
）（
17
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
）『
世
界
歴
史
大
系
中
国
史
１
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
）

五
一
一
頁
よ
り
引
用
し
た
。

（
10
）
ち
な
み
に
、
前
漢
二
一
〇
年
の
う
ち
、
太
子
空
位
期
間
は
九
九

年
弱
で
あ
る
。
数
字
に
つ
い
て
は
、
岡
部
毅
史
「
梁
簡
文
帝
立
太
子

前
夜
─
南
朝
皇
太
子
の
歴
史
的
位
置
に
関
す
る
一
考
察
─
」（『
史
学

雑
誌
』
一
一
八
─
一
、二
〇
〇
九
）
の
表
２
を
参
考
と
し
た
。

（
11
）『
漢
書
』
の
作
者
班
固
の
父
で
あ
り
、『
漢
書
』
の
一
部
は
班
彪

の
手
に
な
る
。

（
12
）『
大
戴
礼
記
』
は
、
前
漢
宣
帝
期
の
礼
学
者
で
あ
る
戴
徳
が
、
戦

国
時
代
か
ら
前
漢
半
ば
に
か
け
て
伝
わ
っ
て
い
た
礼
古
経
五
六
篇
・

経
一
七
篇
・
記
一
三
一
篇
計
二
〇
四
篇
か
ら
、
八
五
篇
を
選
び
編
纂

し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、『
礼
記
』
は
、
戴
徳
の
兄
の
子
で
あ
る

戴
聖
が
別
に
四
九
篇
を
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
。『
大
戴
礼
記
』
保
傅

篇
と
『
礼
記
』
文
王
世
子
篇
に
は
、
い
ず
れ
も
周
の
文
王
・
成
王
な

ど
古
代
の
聖
王
に
仮
託
し
た
理
想
の
太
子
教
育
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
以
上
、『
中
国
教
育
（
上
）』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
七
二
）

の
加
藤
常
賢
著
叙
説
を
参
照
し
た
。

（
13
）
隴
西
の
隗
純
（
隗
囂
の
子
）
が
亡
ん
だ
の
は
建
武
一
〇

（
三
四
）、
蜀
の
公
孫
述
の
死
に
よ
っ
て
蜀
が
平
定
さ
れ
た
の
は
建
武

一
二
（
三
六
）
で
あ
る
。

（
14
）
彊
豪
と
は
、
強
い
勢
力
を
持
つ
豪
族
層
を
意
味
す
る
。

（
15
）
漢
代
、
都
の
長
安
周
辺
を
三
分
割
し
た
行
政
区
の
一
つ
で
あ
り
、

長
安
以
北
の
地
域
を
指
す
。
ま
た
そ
の
長
官
を
も
謂
う
。
官
秩
は
中

二
千
石
で
中
央
官
府
の
大
臣
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
ち
な
み
に
前
漢
で
は
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二
千
石
で
あ
る
。

（
16
）
黄
老
と
は
、
黄
帝
（
伝
説
上
の
帝
王
）
と
老
子
を
指
す
が
、
黄

老
思
想
と
は
道
家
思
想
の
一
派
で
あ
り
、
老
子
が
唱
え
た
と
さ
れ
る

無
為
自
然
の
道
家
思
想
に
、
法
家
の
政
治
術
を
融
合
さ
せ
た
思
想
を

謂
う
。
戦
乱
後
の
百
姓
を
安
集
さ
せ
る
為
に
、
無
為
清
浄
を
標
榜
し

て
国
力
の
速
や
か
な
回
復
を
図
る
と
い
う
極
め
て
実
践
的
な
政
治
術

で
あ
る
と
さ
れ
、
戦
国
時
代
か
ら
前
漢
初
に
隆
盛
し
た
。
黄
老
思
想

に
つ
い
て
は
、
金
谷
治
『
秦
漢
思
想
史
研
究
』（
日
本
学
術
振
興
会
、

一
九
六
〇
）
に
詳
し
い
。

（
17
）
強
者
を
く
じ
き
弱
者
を
助
け
、
正
義
の
た
め
に
生
命
を
投
げ
出

す
ほ
ど
の
気
構
え
を
持
つ
こ
と
が
任
侠
的
精
神
で
あ
り
、
こ
の
考
え

が
春
秋
中
期
以
後
出
現
し
た
游
侠
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
活
動
を
支
え

た
と
さ
れ
、
漢
代
に
お
い
て
は
、
民
間
秩
序
と
し
て
広
が
り
人
々
を

繋
い
で
い
た
と
言
わ
れ
る
。
増
淵
龍
夫
「
漢
代
に
於
け
る
民
間
秩
序

の
構
造
と
任
侠
的
習
俗
」（
同
『
中
国
古
代
の
社
会
と
国
家
』（
弘
文

堂
、
一
九
六
〇
、
所
収
）
に
詳
し
い
。

（
18
）
高
祖
時
の
太
子
（
盈
、
の
ち
の
恵
帝
）
を
教
導
し
た
前
漢
最
初

の
太
子
太
傅
で
あ
り
、
漢
朝
の
諸
々
の
儀
礼
法
式
を
制
定
し
た

（『
漢
書
』
巻
四
三
叔
孫
通
伝
）。

（
19
）『
二
十
五
史
補
編
』
の
「
補
後
漢
書
年
表
」
に
拠
れ
ば
、
前
任
者

戴
渉
の
下
獄
死
に
よ
り
建
武
二
〇
年
四
月
に
太
中
大
夫
張
湛
が
大
司

徒
に
為
る
が
「
疾
罷
」
し
、
同
年
六
月
に
は
蔡
茂
が
後
任
と
為
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
狩
野
直
禎
『
後
漢
政
治
史
の
研
究
』（
同

朋
舎
出
版
、
一
九
九
三
）
の
一
八
六
頁
に
も
、
張
湛
が
「
太
子
太
傅

か
ら
太
中
大
夫
に
な
っ
て
大
司
徒
と
な
っ
た
」
と
あ
り
、「
老
人
で

あ
る
が
人
格
的
に
信
頼
で
き
る
張
湛
」
が
（
大
司
徒
に
）
選
ば
れ
た

が
、「
し
か
し
病
と
高
齢
の
た
め
わ
ず
か
二
か
月
で
辞
職
し
た
」
と

さ
れ
る
。

（
20
）
後
漢
で
は
、
太
尉
・
司
徒
・
司
空
の
最
高
位
三
官
（
建
武
二
七

年
以
前
は
、
大
司
馬
・
大
司
徒
・
大
司
空
）
を
い
い
、
官
秩
は
万
石

で
あ
る
。
各
々
、
前
漢
末
の
大
司
馬
・
丞
相
・
御
史
大
夫
に
あ
た

る
。

（
21
）
宋
弘
（
大
司
空
）・
伏
湛
（
大
司
徒
）
が
お
り
、
卓
茂
は
太
傅
と

な
っ
て
い
る
。
前
注
（
19
）
狩
野
直
禎
書
の
一
二
二
─
一
二
三
頁
を

参
照
し
た
。

（
22
）
光
武
帝
紀
上
。

（
23
）
桓
栄
は
建
武
一
九
年
（
四
三
）、
荘
が
立
太
子
さ
れ
た
時
に
六
〇

余
歳
で
始
め
て
大
司
徒
府
に
辟
召
さ
れ
て
い
る
（
伝
二
七
、
桓
栄
列

伝
）。

（
24
）
国
家
の
礼
儀
祭
祀
を
掌
る
大
臣
。
官
秩
は
中
二
千
石
で
あ
る
。

（
25
）
明
堂
で
は
大
典
を
挙
行
し
、
霊
台
で
は
天
文
・
気
象
観
測
を
行

い
、
辟
雍
で
は
礼
楽
教
化
を
宣
布
す
る
。

（
26
）
国
三
老
と
と
も
に
、 

国
家
に
貢
献
し
た
有
徳
の
高
齢
者
を
い
う
。

『
続
漢
書
』
礼
儀
志
上
に
三
老
五
更
に
対
す
る
朝
廷
の
儀
式
が
詳
細

に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
27
）
老
人
を
労
り
養
う
こ
と
を
旨
と
す
る
儀
礼
。

（
28
）
前
注
（
19
）
所
掲
狩
野
書
の
二
二
五
頁
を
参
照
し
た
。

（
29
）
加
藤
常
賢
『
書
経
』（
新
釈
漢
文
大
系
25
、
明
治
書
院
、
一
九 
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八
三
）
の
宇
野
精
一
氏
に
よ
る
解
説
を
参
照
し
た
。

（
30
） 
狩
野
直
喜
『
御
進
講
録
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
四
）。
こ
の

書
は
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
年
、
前
後
四
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た

進
講
録
で
あ
り
、『
尚
書
』
を
基
に
東
洋
政
治
の
理
想
を
史
実
・
制

度
と
の
関
連
に
お
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
31
）「
皇
太
子
嘗
て
攻
戦
の
事
を
問
う
。
帝
曰
く
、「
昔
衞
の
霊
公
陣

を
問
う
も
、
孔
子
、
対
え
ず
。
此
れ
爾
の
及
ぶ
所
に
非
ず
」
と
。

（
皇
太
子
嘗
問
攻
戦
之
事
、
帝
曰
、
昔
衞
霊
公
問
陣
、
孔
子
不
対
、

此
非
爾
所
及
）」
と
あ
る
。

（
32
）
光
武
帝
紀
下
に
、
か
つ
て
太
子
（
明
帝
）
が
、
光
武
帝
が
休
ま

ず
政
務
に
励
む
様
子
を
見
て
、「
今
度
は
黄
老
養
生
の
道
に
沿
っ
て

少
し
休
息
さ
れ
た
ら
ど
う
か
」
と
労
り
諫
め
る
と
、
光
武
帝
は
「
我

は
こ
れ
を
楽
し
ん
で
お
こ
な
っ
て
い
る
の
だ
。
疲
れ
は
感
じ
な
い
」

と
答
え
た
と
あ
る
。
狩
野
直
禎
氏
は
、
こ
の
事
例
を
引
き
、
光
武
帝

は
「
文
帝
時
代
の
倹
約
を
模
範
と
し
な
が
ら
も
、
文
帝
時
代
の
黄
老

無
為
の
方
針
は
受
け
継
が
ず
、
経
理
を
講
論
し
、
儒
教
精
神
を
政
治

の
中
心
に
置
い
た
。」
と
す
る
。
前
注
（
19
）
狩
野
書
の
二
〇
三
頁

を
参
照
し
た
。

（
33
） 

漢
代
の
官
吏
登
用
法
の
一
つ
。
郡
国
の
地
方
官
が
孝
行
者
で
清

廉
な
者
を
官
吏
に
推
薦
し
た
。

（
34
） 

郎
官
を
指
し
、
皇
帝
の
側
近
に
宿
衞
し
て
其
の
身
辺
を
護
衛
す

る
官
で
あ
り
、
漢
代
の
官
僚
は
、
ま
ず
こ
の
郎
官
に
就
き
漸
次
昇
進

し
て
い
く
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。

（
35
）
侍
中
は
比
二
千
石
で
あ
る
。
李
賢
注
に
「
員
無
し
。
左
右
に
侍

り
衆
事
を
賛
導
し
、
顧
問
応
対
す
る
こ
と
を
掌
る
。（
中
略
）
本
と

僕
射
一
人
有
り
。
中
興
（
後
漢
）
に
転
じ
て
祭
酒
と
為
し
、
或
い
は

置
き
或
い
は
否
ら
ず
（
無
員
。
掌
侍
左
右
、
賛
導
衆
事
、
顧
問
応

対
。（
中
略
）
本
有
僕
射
一
人
、
中
興
転
為
祭
酒
、
或
置
或
否
）」
と

あ
り
、
皇
帝
の
顧
問
応
対
を
す
る
侍
中
の
筆
頭
で
あ
る
（『
続
漢
書
』

百
官
志
三
）。

（
36
）「
父
任
」
に
よ
る
仕
官
す
な
わ
ち
任
子
制
は
、
漢
代
を
通
し
て
行

わ
れ
た
官
吏
登
用
法
で
あ
り
、
吏
二
千
石
の
官
に
三
年
以
上
在
職
し

た
者
の
兄
弟
あ
る
い
は
子
一
人
が
郎
に
な
り
得
る
制
度
で
あ
る

（『
漢
書
』
巻
一
一
哀
帝
紀
の
応
劭
注
）。

（
37
）
前
注
（
19
）
所
掲
狩
野
書
の
三
八
二
頁
を
参
照
し
た
。

（
38
）
狩
野
直
禎
氏
は
、
懿
の
年
齢
を
廃
嫡
さ
れ
た
保
と
同
年
輩
で
あ

る
と
推
測
し
て
い
る
。
前
注
（
19
）
所
掲
狩
野
書
の
四
二
四
頁
を
参

照
し
た
。

（
39
）
閻
皇
后
は
安
帝
に
寵
愛
さ
れ
た
保
の
生
母
李
氏
を
嫉
妬
の
念
に

よ
り
鴆
毒
で
殺
し
て
い
る
（
皇
后
紀
下
、
閻
皇
后
条
）。

（
40
）
当
時
の
知
識
階
層
を
構
成
す
る
人
々
で
あ
り
、
儒
者
官
僚
・
逸

民
的
人
士
・
太
学
生
・
門
生
・
遊
侠
的
富
豪
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
清

流
と
は
、
豪
族
で
あ
る
士
大
夫
達
が
中
核
と
な
っ
た
政
治
的
連
合
体

を
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
宦
官
と
そ
れ
に
結
託
す
る
豪
族
を
郷
里
社

会
の
秩
序
を
破
壊
す
る
も
の
と
し
て
「
濁
流
」
と
み
な
し
た
。
以

上
、
東
晋
次
『
後
漢
時
代
の
政
治
と
社
会
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

一
九
九
五
）
第
六
章
第
二
節
を
参
照
し
た
。

（
41
）
前
注
（
19
）
所
掲
狩
野
書
の
三
八
四
頁
を
参
照
し
た
。
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（
42
）
国
家
財
政
全
般
を
掌
る
責
任
者
で
あ
り
、
全
国
の
農
業
生
産
の

管
理
、
国
家
財
政
に
組
み
込
ま
れ
る
諸
税
の
徴
収
お
よ
び
輸
送
、
戦

費
や
官
僚
の
俸
給
な
ど
の
支
出
は
そ
の
管
轄
業
務
で
あ
る
。

（
43
）
列
伝
の
賛
に
「
李
と
杜
は
職
を
司
り
、
心
を
朋お

な

じ
く
し
力
を
合

す
。
主
を
文
・
宣
に
致
さ
ん
と
し
（
李
・
杜
司
職
、
朋
心
合
力
。
致

主
文
宣
）」
た
と
あ
り
、
終
に
讒
言
者
の
犠
牲
に
な
っ
た
と
あ
る
。

（
44
）
鎌
田
重
雄
「
後
漢
の
王
国
」（
同
『
秦
漢
政
治
制
度
の
研
究
』
日

本
学
術
振
興
会
、
一
九
六
二
）
を
参
照
し
た
。

（
45
）『
続
漢
書
』
百
官
志
、
王
国
条
の
劉
昭
注
。

（
46
）
光
武
帝
の
皇
子
は
、
東
海
王
彊
が
封
国
九
年
後
、
沛
王
輔
・
楚

王
英
・
済
南
王
康
・
淮
陽
王
延
は
一
一
年
後
に
就
国
し
た
。
明
帝
の

皇
子
に
つ
い
て
は
、
陳
王
羨
は
封
国
さ
れ
て
二
八
年
後
、
彭
城
王

恭
・
楽
成
王
党
は
二
二
年
後
、
下
邳
王
・
梁
王
畼
は
一
六
年
後
で
あ

り
、
淮
陽
王
昞
は
京
師
に
留
ま
り
一
六
年
後
に
没
し
そ
の
ま
ま
京
師

に
葬
ら
れ
た
。
章
帝
期
で
は
、
清
河
王
慶
が
二
二
年
後
、
済
北
王

寿
・
河
間
王
開
が
一
四
年
後
で
あ
る
（
列
伝
三
二
光
武
十
王
伝
、
同

四
〇
孝
明
八
王
伝
、
同
四
五
章
帝
八
王
伝
）。

（
47
）
章
帝
期
の
諸
侯
王
が
都
に
留
ま
り
驕
奢
な
生
活
を
送
る
様
子
が

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
又
西
平
王
羨
（
明
帝
の
皇
子
）
等

六
王
は
、
皆
な
妻
子
あ
り
て
家
を
成
し
、
官
属
備
具
し
た
れ
ば
、
当

に
早
く
蕃
国
に
就
き
、
子
孫
の
基
阯
を
為
す
べ
し
。
而
る
に
室
第
相

い
望
み
て
久
し
く
京
邑
に
盤と

ど

ま
り
、
婚
姻
の
盛
ん
な
る
こ
と
、
本
朝

に
過
ぎ
、
僕
馬
の
衆お

お

き
こ
と
、
城
郭
に
充
塞
し
、
驕
奢
に
し
て

僭せ
ん
ぎ擬

、
寵
禄
は
隆
ん
に
過
ぎ
た
り
（
又
西
平
王
羨
等
六
王
、
皆
妻
子

成
家
、
官
属
備
具
、
当
早
就
蕃
国
、
為
子
孫
基
阯
。
而
室
第
相
望
、

久
盤
京
邑
、
婚
姻
之
盛
、
過
於
本
朝
。
僕
馬
之
衆
、
充
塞
城
郭
、
驕

奢
僭
擬
、
寵
禄
隆
過
）」（
列
伝
三
一
、
宋
均
伝
）。

（
48
）
封
地
か
ら
上
が
る
田
租
・
山
林
魚
池
税
・
果
樹
野
菜
税
等
を
銭

に
換
算
し
て
二
〇
〇
〇
万
銭
の
意
で
あ
る
。
宇
都
宮
清
吉
「
劉
秀
と

南
陽
」（
同
『
漢
代
社
会
経
済
史
研
究
』
弘
文
堂
、
一
九
五
四
、
所

収
）
を
参
照
し
た
。

（
49
）
前
注
（
44
）
鎌
田
論
文
を
参
照
し
た
。

（
50
）
前
漢
武
帝
期
に
施
行
さ
れ
た
推
恩
の
令
は
、
諸
侯
王
が
嫡
子
以

外
の
王
子
に
封
地
を
分
与
し
て
列
侯
と
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
際
、
王
子
侯
国
は
必
ず
漢
の
郡
に
所
属
さ
せ
た
と
さ

れ
る
。
以
上
、
鎌
田
重
雄
「
漢
朝
の
王
国
抑
損
策
」（
前
掲
注
（
44
）

鎌
田
書
所
収
）
を
参
照
し
た
。

（
51
）『
続
漢
書
』
百
官
志
、
列
侯
条
、
李
賢
の
注
に
、「
功
の
大
な
る

者
は
県
を
食
み
、
小
な
る
者
は
郷
・
亭
を
食
み
、
其
の
食
む
所
の
吏

民
を
臣
と
為
す
を
得
。（
中
略
）
武
帝
元
朔
二
年
、
諸
王
を
し
て
推

恩
し
て
衆
子
に
土
を
分
け
る
を
得
さ
し
め
、
国
家
為
に
封
じ
、
ま
た

列
侯
と
為
す
（
功
大
者
食
県
、
小
者
食
郷
・
亭
、
得
臣
其
所
食
吏
民

（
中
略
）
武
帝
元
朔
二
年
、
令
諸
王
得
推
恩
分
衆
子
土
、
国
家
為
封
、

亦
為
列
侯
）」
と
あ
る
。

（
52
）
前
注
（
44
）
鎌
田
論
文
を
参
照
し
た
。

（
53
）「
有
司
に
詔
し
て
旧
制
の
蕃
王
に
阿
附
す
る
の
法
を
申
明
せ
し
む

（
詔
有
司
申
明
旧
制
阿
附
蕃
王
法
）」
と
あ
る
（
光
武
帝
紀
下
）。

（
54
）「
夏
六
月
丁
卯
、
沛
太
后
郭
氏
薨
じ
、
因
り
て
郡
県
に
詔
し
て
王
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侯
の
賓
客
を
捕
え
し
め
、
坐
死
す
る
者
数
千
人
（
夏
六
月
丁
卯
、
沛

太
后
郭
氏
薨
、
因
詔
郡
県
捕
王
侯
賓
客
、
坐
死
者
数
千
人
）」
と
あ

る
。

（
55
）
更
始
帝
は
、
光
武
帝
の
族
兄
で
、
地
皇
四
年
（
二
三
）
に
即
位

し
た
が
、
二
年
後
、
劉
盆
子
を
擁
立
し
た
赤
眉
軍
に
よ
り
殺
さ
れ
て

い
る
。
劉
鯉
は
劉
盆
子
兄
弟
を
父
の
敵
と
し
て
い
た
。

（
56
）
李
賢
注
所
引
『
後
漢
紀
』
に
、
明
帝
が
金
人
を
夢
に
見
、
そ
の

長
大
に
し
て
項
に
日
月
の
光
が
輝
い
て
い
た
こ
と
を
群
臣
に
問
う

と
、
或
る
者
が
そ
れ
は
西
方
の
仏
で
あ
ろ
う
と
応
え
る
。
明
帝
は

「
之
に
於
い
て
使
を
天
竺
に
遣
わ
し
、
其
の
道
術
を
問
い
て
其
の
形

像
を
図
せ
し
む
（
於
是
遣
使
天
竺
、
問
其
道
術
而
図
其
形
像
焉
）」

と
あ
る
（
列
伝
三
二
、
光
武
十
王
伝
、
楚
王
英
伝
）。

（
57
）
建
初
二
年
（
七
七
）
春
三
月
の
詔
に
「
比
年
陰
陽
不
調
に
し
て

飢
饉
屡
々
臻い

た

る
。
深
く
惟
う
に
、
先
帝
人
の
本
を
憂
い
詔
書
し
て
曰

く
『
財
を
傷
は
ざ
れ
、
人
を
害
せ
ざ
れ
』
と
。
誠
に
元
元
の
末
を
去

り
本
に
帰
ら
ん
と
欲
す
。
而
る
に
今
の
貴
戚
近
親
は
、
奢
縦
な
る
こ

と
度
無
く
、
嫁
娶
送
終
は
、
尤
も
僭
侈
を
為
す
。（
中
略
）
其
れ
科

條
・
制
度
の
宜
し
く
施
行
す
べ
き
所
、
事
に
在
る
者
は
備つ

ぶ
さに

之
が
禁

を
為
り
、
京
師
を
先
に
し
て
諸
夏
を
後
に
せ
よ
（
比
年
陰
陽
不
調
、

飢
饉
屡
臻
。
深
惟
先
帝
憂
人
之
本
、
詔
書
曰
『
不
傷
財
、
不
害
人
』、

誠
欲
元
元
去
末
帰
本
。
而
今
貴
戚
近
親
、
奢
縦
無
度
、
嫁
娶
送
終
、

尤
為
僭
侈
。（
中
略
）
其
科
條
制
度
所
宜
施
行
、
在
事
者
備
為
之
禁
、

先
京
師
而
後
諸
夏
）」
と
あ
る
（
章
帝
紀
）。

（
58
）
章
帝
紀
の
「
論
」
に
「
魏
文
帝
称
す
、『
明
帝
察
察
た
り
、
章
帝

は
長
者
な
り
』
と
。（
魏
文
帝
称
明
帝
察
察
、
章
帝
長
者
）」
と
あ
る
。

（
59
）
列
伝
三
二
、
光
武
十
王
伝
、
東
平
憲
王
蒼
伝
。

（
60
）
列
伝
三
一
、
宋
均
伝
、
宋
意
伝
。

（
61
）
列
伝
三
二
、
光
武
十
王
伝
、
楚
王
英
伝
。

（
62
）
列
伝
四
〇
、
孝
明
八
王
伝
、
楽
成
王
萇
伝
。

（
63
） 

八
種
の
人
間
と
は
、
一
に
親
（
宗
室
・
親
属
）、
二
に
故
（
旧

知
）、
三
に
賢
（
賢
者
・
有
徳
者
）、
四
に
能
（
政
治
や
軍
事
上
の
能

力
者
）、
五
に
功
（
元
勳
や
大
功
労
者
）、
六
に
貴
（
高
爵
位
者
）、

七
に
勤
（
国
事
に
精
励
し
た
者
）、
八
に
賓
（
天
子
の
賓
客
）
で
あ

る
。
以
上
、『
周
礼
』
秋
官
の
小
司
寇
条
。

（
64
） 

伝
三
二
光
武
十
王
伝
の
阜
梁
質
王
延
伝
の
李
賢
注
に
は
、『
漢

書
』
を
引
い
て
「
大
逆
無
道
な
れ
ば
、
父
母
、
妻
子
、
同
産
は
少
長

と
無
く
皆
な
棄
市
（
大
逆
無
道
、
父
母
、
妻
子
、
同
産
無
少
長
皆
棄

市
）」
と
あ
る
。
ま
た
、『
春
秋
公
羊
伝
』
の
「
君
親
に
は
将
に
せ
ん

と
す
る
こ
と
無
し
。
将
に
せ
ん
と
す
れ
ば
必
ず
誅
す
（
君
親
無
将
、

将
而
必
誅
）」
す
な
わ
ち
君
主
と
親
に
対
し
て
は
、
殺
そ
う
と
思
う

こ
と
す
ら
な
い
。
心
に
思
っ
た
だ
け
で
誅
殺
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

と
す
る
一
文
が
引
か
れ
て
い
る
。

（
65
）
列
伝
三
一
、
鍾
離
意
伝
。

（
66
）
列
伝
四
、
宗
室
四
王
三
侯
伝
、
北
海
敬
王
睦
伝
。

（
67
）
列
伝
三
二
、
光
武
十
王
伝
、
東
海
恭
王
彊
伝
。

（
68
）「
顕
宗
甚
だ
之
を
愛
し
重
ん
ず
。
即
位
す
る
に
及
ん
で
、
拝
し
て

驃
騎
将
軍
と
為
し
、
長
史
掾
史
の
員
四
十
人
を
置
き
、
位
は
三
公
の

上
に
在
ら
し
む
。（
中
略
）
蒼
、
朝
に
在
る
こ
と
数
載
、
隆
ん
に
益
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す
る
所
多
き
も
、
而
れ
ど
も
自
ら
至
親
に
し
て
輔
政
し
、
声
望
日
ご

と
に
重
き
を
以
て
、
意
に
自
ら
安
ん
ぜ
ず
（
顕
宗
甚
愛
重
之
。
及
即

位
、
拝
為
驃
騎
将
軍
、
置
長
史
掾
史
員
四
十
人
、
位
在
三
公
上
。

（
中
略
）
蒼
在
朝
数
載
、
多
所
隆
益
、
而
自
以
至
親
輔
政
、
声
望
日

重
、
意
不
自
安
）」
と
あ
る
（
伝
三
二
、
光
武
十
王
伝
、
東
平
憲
王

蒼
伝
）。

（
69
）
列
伝
四
〇
、
孝
明
八
王
伝
、
梁
王
暢
伝
。

（
70
）
列
伝
四
五
、
章
帝
八
王
伝
、
河
間
王
開
伝
。

（
71
）
列
伝
四
五
、
章
帝
八
王
伝
、
千
乗
王
伉
伝
。

（
72
）
彭
城
王
和
は
、
母
の
服
喪
を
陵
の
傍
で
憔
悴
す
る
ま
で
行
っ
た
。

桓
帝
は
王
を
徴
し
牛
酒
を
与
え
た
と
あ
る
（
列
伝
四
〇
、
孝
明
八
王

伝
、
彭
城
王
恭
伝
）。

（
73
）「
故
に
重
く
官
属
を
選
び
、
林
を
以
て
王
の
傅
と
為
す
（
故
重
選

官
属
、
以
林
為
王
傅
）」
と
あ
る
（
列
伝
一
七
、
杜
林
伝
）。

（
74
）
李
賢
注
所
引
『
東
観
漢
記
』
に
、「
王
は
又
師
な
る
を
以
て
数
々

饋
遺
（
贈
物
）
を
加
え
し
も
、
林
は
敢
え
て
受
け
ず
。
常
に
辞
し
て

以
わ
く
、
道
上
の
稟ひ

ん

仮か

（
道
中
の
支
給
）
余
り
有
っ
て
苦
し
む
に
車

重
き
こ
と
を
以
て
し
、
之
を
置
く
所
無
し
と
（
王
又
以
師
数
加
饋

遺
、
林
不
敢
受
、
常
辞
以
道
上
稟
仮
有
余
、
苦
以
車
重
、
無
所
置

之
）」
と
あ
る
。

（
75
）
列
伝
三
三
、
何
敞
伝
。

（
76
）
列
伝
三
二
、
光
武
十
王
伝
、
済
南
安
王
康
伝
。

（
77
）
列
伝
四
、
宗
室
四
王
三
侯
伝
、
趙
王
良
伝
。

（
78
）『
漢
書
』
巻
六
武
帝
紀
建
元
三
年
条
に
「
済
川
王
明
は
太
傅
・
中

傅
を
殺
す
に
坐
し
、
廃
さ
れ
防
陵
に
遷
さ
る
（
済
川
王
明
坐
殺
太
傅

中
傅
廃
遷
防
陵
）」
と
あ
り
、
応
劭
注
に
「
中
傅
、
宦
者
也
」
と
あ

る
。

（
79
）
前
注
（
44
）
所
掲
鎌
田
論
文
を
参
照
し
た
。

（
80
）
列
伝
三
三
、
朱
穆
伝
の
李
賢
注
所
引
『
漢
官
儀
』。

（
81
）
安
帝
乳
母
王
聖
・
順
帝
乳
母
宋
娥
・
霊
帝
乳
母
趙
嬈
が
い
る
。

彼
女
等
は
、
王
の
帝
位
擁
立
に
何
ら
か
の
形
で
関
わ
り
、
即
位
後
に

封
爵
さ
れ
て
い
る
。
各
々
、
順
帝
紀
・
列
伝
五
一
左
雄
伝
・
列
伝

五
六
陳
蕃
伝
に
記
載
が
あ
る
。

（
82
）
列
伝
六
九
上
、
儒
林
伝
の
劉
昆
伝
に
「
乃
ち
入
り
て
皇
太
子
及

び
諸
王
・
小
侯
五
十
余
人
に
授
け
し
む
（
乃
令
入
授
皇
太
子
及
諸
王

小
侯
五
十
余
人
）」
と
あ
り
、
明
帝
紀
永
平
九
年
条
の
李
賢
注
に
は
、

『
後
漢
紀
』
を
引
い
て
「
永
平
中
、
儒
学
を
崇
尚
し
、
皇
太
子
・
諸

王
侯
よ
り
功
臣
の
子
弟
に
及
ぶ
ま
で
、
経
を
受
け
ざ
る
は
莫
し
（
永

平
中
崇
尚
儒
学
、
自
皇
太
子
、
諸
王
侯
及
功
臣
子
弟
、
莫
不
受
経
）」

と
あ
り
、
ま
た
明
帝
紀
永
平
一
五
年
条
に
「
皇
太
子
・
諸
王
に
命
じ

て
経
を
説
か
し
む
（
命
皇
太
子
、
諸
王
説
経
）」
と
あ
り
、
諸
王
は

太
子
と
同
席
し
て
経
学
を
学
ぶ
機
会
が
度
々
あ
っ
た
。

（
83
）『
西
京
雑
記
』
巻
上
。

（
84
）
専
論
の
一
つ
に
原
秀
行
「
後
漢
の
桓
・
霊
帝
期
に
お
け
る
宗
室

劉
氏
の
政
治
生
活
」（
青
山
学
院
大
学
東
洋
史
論
集
『
東
ア
ジ
ア
世

界
史
の
展
開
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
、
所
収
）
が
あ
る
。

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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後漢の皇帝系図　『世界歴史大系中国史１』（山川出版、2003）より引用
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【表１】後漢皇帝の即位前の状況
皇帝 即位年 廃嫡 即位前の地位 長子/不 備考 『後漢書』

光武帝 25 光武帝紀

太子彊 光武帝長子 太子→東海王 列伝32

明帝（荘） 57 太子 光武帝第四子 明帝紀

章帝（炟） 75 太子 明帝第五子 章帝紀

太子慶 太子→清河王 列伝45

和帝（肇） 88 太子 章帝第四子 和帝紀

殤帝（隆） 105 太子 和帝少子 和帝紀

安帝（祜） 106 長安侯 和帝兄（慶）の子 章帝孫 安帝紀

少帝（懿） 125 北郷侯 済北王寿の子 章帝孫 安帝紀

順帝（保） 125 （廃嫡） 済陰王 安帝の子 太子→済陰王
→順帝 順帝紀

沖帝（炳） 144 太子 順帝の子 章帝玄孫 順帝紀

質帝（纉） 145 建平侯 渤海王鴻の子 章帝玄孫 順帝紀

桓帝（志） 146 蟸吾侯 蟸吾侯翼の子 章帝曽孫 桓帝紀

霊帝（宏） 168 解瀆亭侯 解瀆亭侯萇の子 章帝玄孫 霊帝紀

少帝（弁） 189 皇子 霊帝の子 廃位→弘農王 霊帝紀

献帝（協） 189 陳留王 霊帝の子 献帝紀
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【表２】後漢の太子太傅と太子少傅

就任者 皇帝 太子名と在位期間 就任期間 前職（官秩） 離任後の履歴 『後漢書』
列伝

王丹 光武帝 彊（廃嫡→東海王）
2～ 19歳（AD26～ 43）30～ 31 左馮翊（中二千石）→

太子少傅（二千石）
太子太傅（中二千石）
→卒家 17

張湛 〃 〃 31～ 43 光禄大夫（比二千石） 太中大夫（千石）
→大司徒（万石）→卒家 17

張佚 〃 荘（明帝）
16～ 30歳（43～ 57） 52～ 博士（比六百石） 卒家？ 27

桓栄 〃 〃 52～ 博士 太常（中二千石） 27

甄宇 〃 〃 博士 卒官 69下

張興 明帝 炟（章帝）
4～ 19歳（60～ 75） 67～ 71 侍中祭酒（比二千石） 卒官 69上

桓焉 安帝 保（廃嫡一済陰王→順帝）
6～ 10歳（120～ 124） 120～ 121

侍中歩兵校尉（比二千石）太子太傅（中二千石）
27

→太子少傅（二千石） 光禄大夫→太常（中二千石）
順帝即位時、太傅（万石）

杜喬 順帝 炳（沖帝）
2～ 2歳（144～ 144） 144 侍中（比二千石） 大司農（中二千石）

～太尉（万石） 53

注）網掛け部分は、太子少傅を表す。

【表３】後漢の諸侯王の傅
傅 王 皇帝 前職（秩） 離任後 備考 『後漢書』伝

杜林 東海王彊 光武帝 光禄勳（中二千） 少府（中二千）～大司空（万） 就任期間一年 17

何敞 済南王康 和帝 尚書（六百） 汝南太守（二千）、免官、
和帝時中郎将（比二千） 就任期間一年余 33

程堅 趙王乾 安帝 郎中（比三百） 4

楊倫 清河王延平 安帝 博士（比六百） 侍中（比二千） 69上


